
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

規範事例集【河川編】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



目    次 

 

（河道） 

１. 富士川水系・信玄堤／複合的な治水・利水システム ･････････002  

２. 巴川・香嵐渓／渓谷景観の創造と工夫 ････････････････････008 

３. 大谿川・城崎温泉街地先護岸 

／まちとの一体的整備による川づくり ･･････････010 

４. 夙川・河川敷緑地／水と緑のネットワークの構築 ････････････014 

５. 鴨川・京都市街地河道／扇状地河川の先駆的な河道整備 ･･････018 

６. 一の坂川・石積護岸／生物と景観に配慮した護岸 ･･･････････022 

７. 太田川・基町護岸／景観工学に基づいた護岸デザイン ････････026 

８. 八東川・多自然型川づくり／旧河道の復活 ･･･････････････030 

９. 津和野川・景観整備／川とまちの関係の再構築 ･････････････034 

10.阿武隈川・渡利地区水辺空間整備 

／見試し（川との対話による形の修練） ･･･････････････038 

11.子吉川・二十六木地区多自然型川づくり 

／工学的手法に基づく水制工による河岸防御 ･･･････････042 

12.和泉川・東山の水辺と関ヶ原の水辺 

／川を中心とした地形空間構造の継承・再生 ････････････046 

 

（河川構造物等） 

13.木曽川・船頭平閘門／日本初の複閘式閘門 ･････････････････050 

14.荒川・岩淵水門／安定感を感じさせる水門デザイン ･･･････････054 

15.旧北上川分流施設群（脇谷水門・鴇波水門） 

／歴史的土木施設の保存と共存する新施設デザイン ･･････058 
16.嘉瀬川・石井樋／歴史的水システムの再生 ･････････････････062 
17.筑後川・山田堰／斜堰の原型を保つデザイン ････････････････066 
18.隅田川・隅田公園／日本初の本格的な河岸公園 ･･････････････070 

 
 

 
（砂防） 
19.牛伏川・フランス式階段工／階段工の先駆的なデザイン ･････074 
20.木曽川水系・羽根谷砂防第一堰堤 

／巨石でつくられた砂防堰堤 ･･････････････078 
21.雲原砂防施設群／山間地の地域整備の一環としての砂防計画   ･･･080 
 

（ダム） 
22.布引ダム（五本松堰堤） 

／初めて挑む 30ｍ超の構造物のデザイン   ･･････084 
23.立ヶ畑ダム（烏原堰堤）／ダム施設群のトータルデザイン ････088 
24.小牧ダム／建築家山口文象のダムデザイン ･･･････････････････092 

25.白水ダム／地質条件の克服が生み出した美しい落水表情 ･････････096 
 
（コラム） 
 26.水門の開閉装置の変化とデザイン ････････････････････100 
 27.護岸の端部デザイン ････････････････････････････････104 
 28.伝統治水に学ぶしなやかなデザイン ･･････････････････108 
 29.流れのデザイン ････････････････････････････････････112 

 

引用・参考資料リスト ･･････････････････････････････････114 
図版出典リスト ･･･････････････････････････････････････119 

 

 



 

18.隅田川・隅田公園
14.荒川・岩淵水門

11.子吉川・二十六木地区多自然型川づくり

19.牛伏川・フランス式階段工

7.太田川・基町護岸

9.津和野川・景観整備

6.一の坂川・石積護岸

16.嘉瀬川・石井樋

4.夙川・河川敷緑地

22.布引ダム（五本松堰堤）
23.立ヶ畑ダム（烏原堰堤）

17.筑後川・山田堰

25.白水ダム

24.小牧ダム

20.木曽川水系・羽根谷砂防第一堰堤

21.雲原砂防施設群

3.大谿川・城崎温泉街地先護岸

8.八東川・多自然型川づくり

15.旧北上川分流施設群（脇谷水門・鴇波水門）

10.阿武隈川・渡利地区水辺空間整備

12.和泉川・東山の水辺と関ヶ原の水辺

5.鴨川・京都市街地河道

13.木曽川・船頭平閘門

2.巴川・香嵐渓

1.富士川水系・信玄堤

001河川編
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八東川・多自然型川づくり／旧河道の復活

【主な諸元】

 ■構造

［護岸工］1243.5ｍ（うち多自然型護岸、700ｍ）

　　　　　空石積み工、杭柵工、柳枝工、編柴工

 ■河川

八東川：流域面積417.3k㎡

　　　　流路延長39.1㎞

所在地：鳥取県八頭郡若桜町　

事業者：鳥取県郡家土木事務所

管理者：鳥取県

竣工年：平成４(1992）年

確率年：1／50

計画高水流量：Q＝1,300㎥/ｓ

本川流量：944㎥/ｓ

派川流量：388㎥/ｓ

河床勾配

本川：1／79

派川：1／92

【デザイン的特徴】

八東川における多自然型川づくりのポイントは以下の事項である。

我が国おいて多自然型川づくりが導入されるようになった初期の段

階で、かなりレベルの高い川づくりの考え方を徹底させていた担当

技術者の熱意には学ぶべき点が多い。

 ■基本とする考え方

その１. 水の営みに任せ、経年変化により完成し、美しさを増す時

間軸の発想を持つこと

その２. 現行の河川改修が陥りやすい３つの過多症＝固めすぎ・金

のかけすぎ・目立ちすぎに注意すべきこと

 ■具体のデザイン方針

・コンクリートブロックは使用せず、石や木杭、柳などの自然素材

を活用。また石や柳は現地の材料を使用。

・護岸には空石積み工、杭柵工、柳枝工、編柴工を採用し自然な河

岸を再現。

・自然石の空積み工にはネコヤナギを挿し木。

・水の流れを考えながら昔あった淵を再現。

・ところどころに飛び石の置き石工を設置し、自然の瀬を再現。

・帯工にはVシェープを取り入れ、魚貝類の移動に配慮。

・元からあった樹木をなるべく残す。

・自然にまかせて、草刈りは行わない。

【沿革・経緯】

八東川は中国山地に源を発し、八

頭郡の４つの町を流下し、千代川に

合流する、1級河川千代川の最大支

川である。八東川の最上流に位置す

る若桜町は山間の静かな町である

が、深刻な過疎化が進み、その対策

の一つとして、町の中心部を流れる

八東川に隣接して「活力ある地域づ

くり」として近隣公園が計画され

た。

八東川の改修区間のうち当該公園

区間は、上下流に比べて著しく河積

が小さく、治水上のネックとなって

いた。しかし、本川の拡幅は、公園

計画に重大な支障をきたすため、当

時畑地となっていた旧河道に洪水を

分派させ治水機能の増大を計るもの

とし、公園計画との整合と調和の取

れた河川改修として、自然豊かな川

を復元、創造したものである。

河川局部改良事業として、昭和60

年度より検討に着手、派川部の多自

然型川づくりは平成３年度には本格

的な工事着手に入り、平成４年度に

完了、計画流量の通水となってい

る。

なお、中洲に整備される前述の近

隣公園は、スポーツを楽しむ運動公

園的要素の強いものであり、多自然

型川づくりとは利用目的が異なるも

のであるが、これらの空間および別

途県単独事業整備された河川公園

（ほたるの里・鯉の池）の３つの公

園が、局部改良事業で整備される堤

防管理道路および高水敷によって結

ばれることによって、一体的に機能

させることを意図した。

はっとう

み かも

■位置図(出典8-2)

【設計者】 

美甘　頼昭：鳥取県郡家土木事務所(当時)

関　　正和：建設省（当時）/アドバイザー

河川編

■流れを取り戻した八東川の旧河道(出典8-1)

0 500m250m
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■全体計画平面図(出典8-3)

←八東川（本
川）

←旧
河道
（派
川）

0 40m20mN
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【護岸（水際部）のデザイン】

八東川においては、コンクリー

トを使用しないことを基本に、空

石積み工、杭柵工、柳枝工、編柴

工を流路の状況に応じて使い分け

ている。また右岸側の既存斜面部

においては、できるだけ護岸自体

を設けない方針に基づき、必要に

応じて現場の転石（φ500内外）

の寄石を行うだけとしている。

このようなデザインは、河川技

術者の現場での判断に拠るところ

が大きい。施工後数回の出水を経

験して後、今なお大きな損傷もな

く機能している護岸工をみると、

当時の河川技術者の判断の的確さ

が分かる。

【帯工のデザイン】

帯工上流側の低水路部分を計画河

床より掘り込むことにより淵を再

現することを意図している。

帯工自体は捨てコンクリートの上

に現場の転石を埋め込み、中央部

を少し下げたVシェープを取り入れ

ることで、全断面スロープとして

いる。施工後10年以上経過した現

在においても、帯工はもちろん、

淵もその機能を維持している。

■主要断面図(出典8-4)

■帯工の状況（遠景）(出典8-6) ■帯工の状況（近景）(出典8-7) ■帯工構造図(出典8-5)

■水際部の空石積工と柳枝工(出典8-9)

■水際部の空石積工と柳枝工(出典8-8)
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【水理実験】

八東川における河川デザイン

の特徴の一つは、水が流れず畑

地として利用していた旧川に分

派する計画としたことである。

河川の分派は河川技術的にもき

わめて難しい課題である。

八東川では、本川と派川の流

量配分について、模型実験を行

い、分派点である中州上流端部

の形状と構造を決定している。

さらに、渇水期における分派

状況についても模型実験を行

い、派部分の平常時の流量確保

についても検証を行っている。

その成果は、現在の八東川の

状況をみれば明らかである。

分派という河川技術的な課題

にも前向きに向かいながら実現

した当時の河川技術者の高い志

と熱意には大いに学ぶべき点が

ある。

■水理実験の様子(出典8-15) ■分派部の考え方（A-A断面図）(出典8-14)

■分派部の考え方（平面図）(出典8-13)

■復活前の旧河道(出典8-11)

■復活なった旧河道(出典8-12)

■分派部の状況(左上が上流側からの全景)(出典8-10)
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津和野川・景観整備／川とまちの関係の再構築

【主な諸元】

 ■構造

［護岸］右岸：自然石積護岸（Ｌ≒720ｍ）、深目地仕上げ、

上部緑化斜面付き

　　　　左岸：水辺テラス付緩勾配芝斜面（Ｌ≒120ｍ）

［パラペット］①石州瓦差込、天端笠石型パラペット

　　　　　　　②自然石積、天端野草植栽型パラペット

［広場］①津和野大橋下流橋詰広場（Ａ≒850㎡）、瓦タイル

　　　　　グリッド、自然石平板舗装、モミジ山

　　　　②河畔の桜の広場（Ａ≒350㎡）、自然石平板舗装、

　　　　　桜植栽、自然石車止め

　　　　③太鼓谷稲荷前ポケット広場（Ａ≒250㎡）、瓦タイル

　　　　　舗装、自然石平板舗装、縁台ベンチ、修景水路

［落差工］湾曲平面型二段落差工

　　　　上段/コンクリート平滑面仕上げ(ｈ＝1.0ｍ、1：15)

　　　　下段/自然石埋め込み仕上げ(ｈ＝1.3ｍ、1：25)
 ■河川

津和野川：流域面積139.1k㎡、流路延長37.3㎞

所在地：島根県鹿足郡津和野町 事業者：島根県津和野土木事務所

管理者：島根県 　　　　　　　　　竣工年：平成８(1996）年

【設計者】（土木学会デザイン賞作品選集2002より）

篠原　修：東京大学(当時)/総括アドバイザー

岡田一天：株式会社プランニングネットワーク

村木　繁：大建コンサルタント株式会社

竹長常雄：株式会社栗栖組

【デザイン的特徴】

津和野川景観整備におけるデザインのポイントは以下の事項である。特

に、川のデザインだけではなく、まちと川との関係のデザインを志向し、そ

の具体的な展開を河川事業として実施しているところに大きな特徴がある。

・まちと川との関係のデザイン：通常の河川区域内の概念にとらわれず、ま

ちの中への河川空間の引き込み、川沿いにおける憩いのスペースの創出を

河川事業として積極的に行っている。

・川のデザイン：表情豊かな石積みのデザインに加え、川原広場の落差工の

整備を流れのデザインとして実施。また、河床・水際のデザインについて

は、同じく流れのデザインの考え方に従い、川の作用により形作られるこ

とを促すデザインを行っている。

・川沿いの道のデザイン：川沿いの道の使われ方を考慮し、歩く楽しさを演

出するための歩行空間の一部としてのパラペットデザインと河岸植栽のデ

ザインを実施している。

・デザイン監理：質の高い空間整備を実現するために、設計作業完了後の施

工時において、現場でのデザイン監理を実施している。

【沿革・経緯】

津和野町の中心部を流れる津

和野川は、流下断面の不足から

度重なる洪水被害を町に与えて

きた。これに対応するため、島

根県では、沿川の街づくりと一

体となった河川整備を志向し、

1989年度のふるさとの川整備事

業認可を受け、その年の秋より

具体の水辺空間整備に着手して

いる。

津和野川景観整備は、このふ

るさとの川整備事業の一環とし

て、1991年より実施されている

河川景観デザインに関わる一連

の検討の成果である。

この検討では、当初の設計に

基づく試験的施工の結果に対し

て住民から満足いく評価が得ら

れなかったことを踏まえ、新た

に景観デザインの専門家を総括

アドバイザーとして迎え、その

指導の下に河川景観デザインの

専門家による検討を実施してい

る。その中では、事業当初の護

岸形状の見直しといった、通常

の設計作業では避けて通るよう

な性格の検討を前向きに行うと

ともに、沿川空間との一体化を

真剣に考えるなど、今までの河

川空間の整備事業とはひと味違

う取り組みを行っている。その

結果、今までやや希薄であった

川と町との関係が新たに生み出

され、津和野を訪れる観光客や

地元住民に大いに親しまれてい

る。

■位置図(出典9-2)

かのあし

河川編

■伝統行事の舞台となった水辺空間(出典9-1)
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■全体計画平面図(出典9-3)

A-A

C-C

A-A

(B-B断面)

(A-A断面)

■橋詰め広場部断面図(C-C)(出典9-4)

B-B

河川編
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ケヤキ　樹高7.0m,枝張4.0m以上ケヤキ　樹高7.0m,枝張4.0m以上 ヒメシャラ　樹高2.5m,3本立(株)

1:15

斜路式落差工・下段
　(自然石埋込み)

 斜路式落差工・上段
(コンクリート仕上げ)

1:25

ケヤキ　樹高7.0m,枝張4.0m以上

ガクアジサイ
 樹高0.8m 3本立 6株ずつ寄植

コムラサキ寄植
 樹高0.5m 枝張0.3m 6本/㎡

モ
モ

モ
モ

モ
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【橋詰広場】

橋詰広場については、まちと川と

の関係のデザインとして重要なポイ

ントとなることから、観光客の屋外

の溜りスポットともなることを意図

してデザインを行っている。デザイ

ン的には、自然石平板舗装を基本

に、地域の景観を特徴付ける要素で

ある石州瓦を舗装材料として加工

し、これをグリッドパターンに組み

込みアクセントとしている。

広場の一角には町の意向により津

和野の鷺舞をテーマとした彫刻が置

かれることになったが、この台座に

腰掛機能を持たせることで、人々の

休息の場としている。

また、広場から水辺に至る階段は

ゆったりとした幅を持たせるととも

に、途中に広めの踊り場を確保し、

階段自体が風景を眺める場となるよ

うに配慮している。

【庭園広場】

庭園広場は、まちと川との関係の

デザインの重要ポイントとして、川

沿いの養老館（旧藩校）の庭園との

一体化を目指し、堤防法線を大きく

堤内側に引き込むことによって整備

したものであり、津和野大橋下流区

間における景観整備骨格を決めるデ

ザインとなっている。実現にあたっ

ては、河川管理者と町との間での調

整があったが、担当者がその労を厭

わなかったことがデザインの実現に

結びついている。

【落差工】

落差工については、2.3ｍの落差を

大きく２段に分割し、上段はコンク

リート打ち放し仕上げで滑り落ちる

落水、下段は自然石埋め込み仕上げ

で白く波立つ落水といった異なる２

つの表情の落水を生み出している。

平面形状は、落差工下流が左岸側に

広がる河道形状となることから、平

常時の落水を左岸側に導くことを意

図し、左岸側に扁心した凸型の懸垂

曲線の平面形状としている。右岸側

には、落水の表情を楽しむためのテ

ラスと魚道を、左岸側にはカニなど

の遡上に対応する干潟道を組み込ん

でいる。

河川編

■橋詰広場(出典9-5)

■橋詰広場平面図(出典9-7)

■落差工平面図(出典9-10)

■落差工(出典9-9)

■橋詰広場から水辺への階段(出典9-6)

■庭園広場(出典9-8)
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【パラペットのデザイン】

津和野川では河床掘削とともに堤防の嵩上げが必要となる改修計画とな

っている。嵩上げ方式については河岸道路との関係、河岸を歩く人にとっ

ての川との関係を考え、パラペット方式を採用している。パラペットのデ

ザインについては、歩行空間の一部として歩く楽しさを演出することから

デザインを行い、津和野大橋下流側の区間では、観光客の目に触れること

も多いことから端正なデザインの考えのもとに石州瓦を小羽立てで埋め込

んだデザイン、上流側の区間では地域の人たちの前庭として素朴なデザイ

ンとなる通常の石積みとして場の特性に応じた使い分けを行っている。

【護岸のデザイン(深目地仕上げ)】

護岸のデザインについては、津和野川の護岸として一部に残っている旧

い石積みの調査に基づき、山石を用いた空石積み護岸を志向した。しか

し、現行の基準では空石積みの施工が不可能なため、山石自然石の深目地

仕上げとしている。また、石の大きさについても、下の方の石を大きめに

することで見た目の安定感を高めている。

【護岸のデザイン(低水護岸部)】

低水護岸については、川原の利

用のあり方に応じたデザインが行

われている。水際の環境的なやり

とりを重視する区間では、護岸肩

高を徐々に下げていき下流端部を

河床に潜り込む形で終わらせる開

放型の低水護岸としている。

一方、このような川原はいつも

湿った状態になりやすく休息的な

利活用には適さないため、休息の

場においては、護岸施工高を若干

高くすることで冠水頻度を下げる

とともに、そのエリアだけを囲っ

た閉塞型の低水護岸としている。

【デザイン監理】

津和野川のデザインの特徴の一

つは、施行段階におけるデザイン

監理を実施していることである。

全体整備が複数年にわたり、段

階的な検討、施工が可能となった

こともデザイン監理が行いやすか

った理由のひとつとしてあげられ

るが、設計者の熱意と担当者の理

解が大きな理由である。

このような施行段階におけるデ

ザイン監理の実施が、質の高い空

間の実現に大きく寄与している。

【夏祭りの復活】

津和野川の景観整備が完了した後、地域住民からの声により、30年ぶ

りに夏祭りが復活している。夏祭りでは津和野大橋下流の庭園広場の水

辺のテラス護岸の先に仮設のステージが設けられ、庭園広場の緩い芝生

の斜面が格好の観覧席として利用されている。

■低水護岸部の状況(出典9-15)

■夏祭りの準備中の様子(出典9-16)■下流区間のパラペット(出典9-12) ■上流区間のパラペット(出典9-13) ■落差工の施工状況(出典9-14)

河川編

■護岸の深目地仕上げ(出典9-11)
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【沿革・経緯】

 渡利地区の水辺の風景は、緩やかな起伏を有する地形と地被植物、

点在するヤナギの高木が形づくる何気ないものである。これらは新

緑、草の伸長と刈り込み、出水、落葉、降雪といった一年毎に繰り

返される営みの中で、守り育てられてきたものであり、空間的変化

と季節や水位に応じて変化する水辺の姿に特徴がある。

 ■従前の状況

渡利地区は、福島市の中心部に位置する。対岸の隈畔地区は、福

島城跡という歴史性と現代的都市性の両面をあわせ持つ水辺空間で

あるのに対し、渡利地区は河岸にヤナギが自生し、高水敷上に自生

種のヨシや移入種のオオブタクサ等の高茎草本が生い茂る、利用が

困難な荒れた印象の河川敷であった。

阿武隈川・渡利地区水辺空間整備／見試し(川との対話に基づく形の修練)

■オオブタクサ等に覆われた整備前の状況

　　　　　　　　　　　　　　(出典10-2)

【主な諸元】

所在地：福島市渡利地区地先

管理者：国土交通省東北地方整

　　　　備局福島河川国道事務所

竣工年：平成12(2000)年度

　整備期間は平成７(1995)年度

　　～平成12(2000)年度

整備範囲

・渡利水辺の楽校区間

　(松齢橋～堀切川合流点

　　延長約750ｍ、面積約5.0ha)  

・その後上流へ区間を延長し約  

　2000ｍを整備

038

対象写真（カラー）

位置図

【デザイン的特徴】

渡利地区では、自然的な河川

の空間構成をモデルに、アース

デザインを主体に水際から堤防

に至る河川空間を緩やかな起伏

を持つ空間として再構成されて

いる。自然の河川・水辺の姿

は、構造物のようにはっきりと

した形を有しているわけではな

い。土、木、石などのデザイン

が中心ならば、ある程度の自在

性を設計に取り入れることの方

が理にかなっているといえる。

　渡利地区では、施工以前に全

てを決定するのではなく、設計

段階では目標とする河川・水辺

の姿の大要を見極めて、その骨

格構造のみを決定し、施工時に

多くを決定するといった日本庭

園の布石に見られるようなデザ

インプロセスがとられている。

 ■設計条件とデザインコンセプト

河川管理者や地域住民、自然保護団体の考えや要望を踏まえる

と、対象地区の設計条件は、以下の３点とされた。

1.中小洪水対応の河積断面を確保するため、水際の地盤高を下げる

2.人々が利用できる空間を創出する

3.水際の自然性の回復・復元を図る

この条件のもと、「あたかも従前からそこにあったような、河原を

新たに創出すること」が設計コンセプトとして設定されている。

【設計者】(土木学会デザイン賞作品選集2004より)

 伊藤 登:(株)プランニングネットワーク 

  ・河川空間計画及び設計、現場デザイン指導、設計監理 

 阿部 幸雄:建設省福島工事事務所伏黒出張所長（当時）、施工管理 

 御代田 和弘:(株)プランニングネットワーク（当時）

　・河川空間設計・現場デザイン指導 

 渋谷 浩一:渋谷建設(株)､現場におけるアンジュレーションの調整 

 中川 博樹:建設省福島工事事務所伏黒出張所技術係長（当時）

　・現場におけるアンジュレーションの調整 

治水的に渡利地区をみると、

河道が比較的狭く、中小洪水で

堤防のり尻まで水位があがる状

況にあった。河川管理者である

国は、中小洪水対応の河積断面

を増やす為に河岸付近を掘削し

て、その土砂で堤防のり尻付近

に盛土し、あわせて堤防強化も

図りたいと考えていた。

あ ぶ く ま わ た り

わいはん
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N

河川編

■位置図(出典10-3)

■対岸から見た渡利地区全景(出典10-1)



河川編

②移行帯を活用した盤の配置

前述の３つの盤高の空間の配

置を決定することによって、目

標とする河川・水辺の姿の概略

を定めると同時に、造成コンタ

ーなどの粗造成工事に必要な情

報を得る方法がとられている。

盤の配置は、河川における活

動空間を分節・接合する要素と

して設計者が提唱している「移

行帯」を用いる方法がとられて

いる。

具体には、「水際や盤面の縦

断的な出入りを定める移行帯」

「地表の材料や植生等の水際と

の比高や距離を表象する横断的

な移行帯」「丘や段差等の空間

相互を面的に関係づける移行

帯」を活用して行った。右図

は、これらの考えに基づく盤面

の配置を、模式的に示したもの
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【施工前の設計】

①概略的な高さ（盤高）の設定

河川の場合、通常高水敷や堤

防天端の計画盤高が定められて

いる。そのため従来の河川整備

では一様平坦な高水敷が形成さ

れがちであった。しかし、自然

の河川にはこのような一様な地

盤は存在しない。渡利地区の整

備の特徴のひとつは、河川敷地

のアースワークにある。その方

法は、水際や高水敷の利用、自

然の扱いを、目標とする全体像

をもとに設定し、当該河川の水

位記録等をもとに、それぞれの

最適な盤高を求め、水際から高

水敷を経て堤防に至る地形の形

を創出するというものである。

具体的には、対象区間の平均

水面標高57.4m、年最大流量時

の平均水面標高約60m、堤防天

端標高65mの関係を考慮し、ま

ず空間全体として人の利用の仕

方と対応した低・中・高の平坦

ではない３つの基本盤を概略的

に設定している。

低位盤は、平均水位に近い標

高58m前後の盤、中位盤は確率

的に年に１度は水が上がる標高

60m前後の盤、高位盤は年に

１度の確率では水が上がらない

【河川空間の全体像の設定】

河川空間の全体像の設定にあ

たっては、対象区間上下流の河

川敷地や周辺の都市景観等の状

況、設計条件を踏まえ、「適度

な起伏を有する自然的で利用可

能な水辺空間」を目標とする全

体像が設定された。

■移行帯による盤の配置(出典10-5)

■基本的な盤高設定(出典10-4)

■粗造成段階における中位盤と高位盤の関係

　　　　　　　　　　　　　　　(出典10-6)

■粗造成段階における低位盤の状況

　　　　　　　　　　　　　(出典10-7)

標高61.5m前後の盤である。低

位盤は、下図に示すように水際

線から10ｍ程度の範囲で人々の

親水活動に利用される礫主体の

寄洲的な空間とヨシの新たな生

育空間、中位盤は水際線から20

ｍ～30ｍ程度の範囲でピクニッ

クや野草つみ等の活動や親水活

動を眺める空間、高位盤は安全

に散策を楽しめる空間として設

定されている。

このうち、低位盤は、基本的

には維持管理を行わない空間で

あり、中高位盤は人々の利用に

合せて、現在住民主体で草刈り

等の維持管理が行われている空

間である。

である。

河川空間整備における通常の

設計は、施工前の設計において

全てを決定する方法であるが、

ここでは基本的な盤高とその空

間配置のみを決定している。

その理由は、地形や樹木お表

情が大切な設計であるからこ

そ、細部の決定はこの段階で決

定する必要は必ずしもない、言

い換えれば、決定しない方が良

く、しかも、目標とする河川空

間の姿を皆で共有し、第１段階

の施工（粗造成）を行う上では

必要十分な決定である、という

考え方によるものである。

0 20m10m



間として統合化され、空間相互

の融和的関係が生み出されてい

る。二つ目は、「ここの空間」

と「あそこの空間」という分割

された空間としての認識と、

「この辺りの空間」という認識

の両義性を空間に与え、空間相

互の融和的関係を生み出すとい

うデザインである。これは、微

妙なアンジュレーションによっ

て知覚される視覚的な稜線、樹

木配置、園路配置を現場で確認

しながら進めるという方法で具

現化されている。
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【施工中の設計】

①隣合う空間の境界部の調整

渡利地区では、施工時にデザ

イン上重要な決定が行われてい

る。このことは、工事前測量や

既往の自然環境調査ではつかみ

きれない現場の状況に対応する

上で有効な方法となっている。

開放的で単調となりがちな河

川空間では、視覚的に空間を分

節・接合することで、空間に変

化と落ち着きを持たせることが

重要である。境界部のデザイン

は、全体の地形のアンジュレー

ションの中で如何に美しく見え

るかを考慮し、空間の身体感覚

としての居心地の良さを確認し

ながら形と寸法が決定されてい

る。このような決定は、施工時

における対応が適当であり、居

心地の良い空間形成を保証する

ことに寄与している。

具体の方法としては、以下の

２つの点に留意してデザイン決

定されている。一つ目は、高さ

の異なる盤によって区分される

空間の間に生ずるのり面形態を

漸次的に変化させることであ

る。これにより、区分された空

間が違和感なく、全体に緩やか

な勾配を有するひとつの斜面空

②既存樹木のデザイン的取り扱い

　樹木は、空間を分節・接合

し、空間の印象を高める要素と

してその姿・形がきわめて重要

となる。特に河川においては、

その場所ならではの風景づくり

を行うにあたっては、現地の既

存樹木を最大限活用することが

望ましい。渡利地区のヤナギの

木立は、すべて自然植生であ

り、施工の進捗にあわせて、適

宜その株分けと樹木の選別を行

い、移植・配植されたものであ

る。また、既存樹木の移植に際

しては、前述のように、園路上

のシークエンス景観を考慮して

移植・配植を決定することによ

り、空間構成要素としての樹木

の配置と、姿・形の良さの両立

が図られている。

■視覚的稜線の設計

■視覚的稜線による空間区分(出典10-9) ■視覚的稜線による不可視領域の形成

　　　　　　　　　　　　　(出典10-10)

■広い空間を引き締める樹木(10-17)

■活動の拠り所となる樹木(出典10-18)

■再整備後の水際線(出典10-15)

■視線を受けとめる樹木配置(出典10-16)

■移植後安定期に入った樹木(出典10-13)

■最下流端のワンド空間(出典10-14)

■高水敷上に樹木を移植(出典10-11)

■樹木の重なりによる遠近感(出典10-12)

河川編

■視覚的稜線による空間認識(出典10-8)



【施工後の対応(見試し)】 

見試しは、河川工事に際し、

流れの作用によって周囲に起こ

る洗掘や堆積等の状況を踏まえ

て、必要に応じて構造物の形や

配置を見直すという考え方によ

る河川整備の方法である。渡利

地区は公園ではなく、中小洪水

の影響を受ける通常の河川敷で

あるため、施工後の洪水等によ

り、土砂の堆積や洗掘により一

部が破壊された。そこで、見試

しの考え方により、河川が安定

し、かつ利用しやすい空間とな

るように、普段の河川維持工事

の中で、随時対応が適宜図られ

てきている。具体的には、樹木

周辺での側方洗掘対策としての

地盤高調整、経年的な観測にも

とづく地盤高調整などのアンジ

ュレーション処理、橋脚周辺の

洗掘箇所の埋め戻しなどであ

る。これらにより、利用しやす

い環境の維持を図るとともに、

出水時の円滑な水の流れを担保

するなど、当該地区ならではの

水辺を維持・育成する上で大き

な効果が得られている。
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整備後地盤高

■自然的な変化を生み出すための断面形の連続的な変化(出典10-19) ■見試しによる樹木周りの盤高調整と補強

　　　　　　　　　　　　　(出典10-22)

■中小洪水による側方洗掘(出典10-21)

■造成コンター図(出典10-20)

■模型による空間確認(出典10-23)

■見試しによる再整備(出典10-24)
　堆砂部分をスライスし、敷き均しを実施（平成16年3月）
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【主な諸元】

所在地：由利本荘市二十六本木      

　     　地区

竣工年：平成７（1995）年

管理者：国土交通省東北地方整備

　　　　局秋田河川国道事務所

水制工設置範囲:

子吉川左岸7.8km～8.0km

右岸7.4km～7.7kmの湾曲部

設置水制数：9基

　・計画ＨＷＬ　　TP+7.0m

　・年平均低水位　TP+0.5m

　・計画堤防高　　TP+8.0m

　・計画高水敷高　TP+3.0m

　・計画高水流量　2,300㎥/s

【沿革・経緯】

子吉川は、鳥海山（標高2,236m）を源として、大小支川を合わせ

本荘平野を流れ、日本海に注ぐ河川である。

河口から約8km上流にある二十六木地区までは汽水域であり、二十

六木地区ではスズキ、アシシロハゼ、ヌマガレイ、キビレミシマな

ど汽水域を好む魚が多く出現するほか、ウグイ、アユ、サケ等の多

くの魚種が生息する自然豊かな環境にあり、河岸にも豊かな河畔林

が生育している。また、子吉川右岸の対象地区は、河道屈曲の水衝

部にあたり、河岸防御が求められていた地区であった。

このような状況の中、平成５（1993）年2月の洪水により、水衝部

において河床洗掘に伴う水制の流失及び河岸決壊を生じた。これに

対応するため、災害関連緊急事業として、被災箇所の復旧のみでは

なく、再度災害防止を図るための河道特性を十分に踏まえた検討が

実施され、水制による水の流れの制御により、河畔林風景の保全、

多様な河川環境の形成と両立した河川整備が行われている。

子吉川・二十六木地区 多自然型川づくり／工学的手法に基づく水制工による河岸防御
【デザイン的特徴】

①デザイン計画区域及びデザイ

　ン方針の設定

子吉川二十六木地区河岸の防

御及び多自然な河岸のあるべき

姿(工事後数年経過した姿)のイ

メージの想定が行われた。

その結果、「河道内の多様な

流れの創出、コンクリートの無

機質な表情ではなく緑の植生・

多様な動植物・魚介類の生息空

間、背後の山並みに映える河

岸」の醸成というイメージが設

定された。

②河岸防御方式の検討と選定

このイメージの具現化に向

け、多自然型川づくりを選定

し、日本の伝統工法でもある水

制を用いた方式が採択された。

また、子吉川の河岸防御範囲

内に水制を設定し、水制工効果

の発現をシミュレートするた

め、既往洪水を対象に子吉川河

道流況予測を二次元流況解析に

より行っている。

その結果、子吉川の自然の営

力（年最大流量流下時）等によ

る右岸側河岸には流速の遅い箇

所が生じ、細やかな粒径の砂等

の堆積を促し「淀みハビタッ

ト」水域の創成が可能であるこ

とが予測された。

また、この他の水制設置効果と

して、水制先端部（河道中央部）

は流速が速く、深掘となり、水制

域に淵をつくることが可能である

ことも想定されている。

これらの検討を踏まえ、子吉川 ■位置図(出典11-2)

河川編

【設計者】(土木学会デザイン賞作品選集2005より)

叶内栄治 日本建設コンサルタント株式会社、水制工設計、解析 

板垣則昭 村岡建設工業株式会社 施工担当 

建設省東北地方建設局秋田工事事務所（当時）

　全体の設計方針・デザイン調整

　　柴田興益：基本構造の立案 

　  米沢谷誠悦：施工計画立案、施工管理 

　　瀧澤靖明：設計検討

■二十六地区水制工群全景(出典11-1)

　　　　　　　　　　　　　　

二十六木水制工域には、流れの速

いところ、遅いところと流れに変

化を生じさせ、水流の攪拌効果に

より生き物の隠れ家をはじめ、多

様な環境が形成される計画として

取りまとめられた。

③周辺環境の保持

河岸防御工に、多孔質な素材を

用いることにより、動植物・魚貝

類が生息できる水域を醸成すると

ともに、水と緑と背後の山並み

（自然）にとけ込んだ風景を形成

することが志向されている。

0 1km0.5km
N
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【水制が無いケース】

水制

【水制を設置したケース】

【二次元流況解析による検討】    　

二次元流況解析を用い、水制設置前

後の流れの状況を工学的に予測しな

がら設計が展開されている。

平成５年度の検討では、基本的な

水制工の配置・形状の検討がなされ

ている。その結果として、上流水制

工４基（左岸）、下流水制工５基

（右岸）が提案されているが、同時

に、課題として、右岸中間水制工の

可能性を示している（工事範囲とそ

の概要図）。

これを受けた平成６年度の検討で

は、各種ケースの比較検討を行い、

上流水制工３基（左岸）、右岸中間

水制工１基、下流水制工５基（右

岸）を最適案として選定している。

　二次元流況解析による水制設置効果

の予測シミュレーション図の流速分布

をみると、水制工の設置による減勢効

果はあきらかである。水制工設置前で

は、主流線は左岸部に近いものの、内

岸付近の流速は小さく渦の発生も確認

され、土砂堆積の傾向が強いことが見

て取れる。一方、水制設置後では、中

間水制の天端部の流速が増す傾向にあ

り、スムーズな水はね効果が得られる

ことが分かる。

■工事範囲とその概要(出典11-3)

■二次元流況解析による水制設置効果の予測シミュレーション(出典11-4)
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←：2.0m (m/s)
（流速ベクトル単位）

←：2.0m (m/s)
（流速ベクトル単位）

0 100m50m

200m100m0N

N



■施工後3ヶ月経過（1995年6月）(出典11-7)

■施工後1年6ヶ月経過（1996年9月）(出典11-8)

■伝統漁法による漁労風景(出典11-6)

上昇

低下

②漁と釣り場保全の確認

子吉川は川魚の宝庫でもある。

二十六木地区は真冬の風物追い込

み漁が盛んな地区であり、工事後

においても伝統漁が継続して行わ

れている。また、子吉川二十六木

地区には、ウキゴリ、フナ、ウグ

イ、ヨシノボリ、タモロコ類が生

息し、釣り場としても利用され続

けていることが確認されている。

③竣工後の経過

施工後の自然回復に関しては、

定点観測的な写真撮影により順調

に自然が回復しつつあることが分

かる。

第1水制

第2水制

第3水制

第4水制

第5水制
中間水制

上流水制群

【モニタリング調査】

デザイン効果の発現を確認するた

め、工事完了後においても、モニタリ

ング調査が実施されている。

①流況解析結果の検証

水制工設置効果予測と完成後のモニ

タリングを２ヶ年(３洪水後)実施して

いる。

その結果、水制前面が洗掘され、

水制付根部は、堆砂域になっている

ことが測定され、流況解析で予想さ

れた結果と近似していることが確認

されている。

 下流側水制付近の河床変動

・左岸砂洲域の堆砂は、防止   

　 されている。

・第３～第４水制にかけては、

　 洗掘域となっている。

・中間水制前面から主流線の      

　 流下方向（河道中央）は、 

　 洗掘域となり、下流での水 

　 衝部分となる第１～第３水

  制前面も洗掘域のままとな

  っている。

・中間水制前面から新二十六

  橋直下流部までの区間のう

　ち左岸付近は堆砂域となっ

　ている。

 上流側水制付近の河床変動

・水制前面部の洗掘は大きく  

　 なく、第２、第３水制前面 

　 に部分的に洗掘が認められ

　る。

・河道中央部の澪筋は、上流

　へと変化している。

・掘削域の面的な大きさでは、

　 右岸部の方が大きくなって

　いる。

新二十六橋

■洪水による河床変動(出典11-5)

　H7.7.25～第３回洪水 H7.11.1までの結果
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■護岸部標準断面図(出典11-10)

■水制工構造図（平面・断面）(出典11-9)

【施工時の配慮】

河岸の柳群の保護のため、ブ

ロック等の設置には大型クレー

ンを用いて柳の木越しに設置を

行っている。

また、その他の水制工施工は

仮締切工等を不必要な巻出し工

法を採用し、植生・魚介類への

配慮を加えながら施工を行って

いる。

■根固めブロックの施工状況(出典11-11)

【水制の構造】

　水制長は、低水路幅の15％に設定。

水制の河川縦断方向の間隔は水制長の

２倍に設定。水制先端の高さは東北地

方における水制の実態調査を反映し、

平均低水位（MLWL）＋1.0ｍとし、河岸

に向けて緩やかな勾配をもたせてい

る。天端幅は4.0m、法面勾配1.5割、最

下部を根固めブロックとし、その上に

捨石工(1.7m)、さらにその上部に岩砕

(30cm)の３層構造としている。

施工延長は全体で224.5ｍであり、合

計９基の水制を設置している。また、

水制の設置に伴い対岸の掘削工事をあ

わせて実施している。
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【生み出された良好な河川風景】

　子吉川二十六地区の現在は良好な河川風景を呈している。もちろん、

良好な風景を造り出そうという設計者の強い思いの結果である。しかし

それは、いわゆる風景をデザインしようとした結果ではないと見ること

ができる。設計者が考えたのは、通常のコンクリート護岸によって河岸

を固めて護るのではなく、水制工という河川工作物によってを流れを制

御することによって河岸を護るということである。良好な河川風景はそ

の結果として生み出されたものである。それは、自由を与えられた川の

流れが自ら造り出した風景ということもできる。実際、設計者はそうな

ることを望み、いわゆる風景デザインのための手立てはあえて何も施し

ていない。川の流れにできるだけ自由を与えることで、川自らの有する

風景創出の力を引き出す。風景を造り出すという設計者の作為の呪縛か

ら解き放された川の風景。川のデザインにおいて、参考にすべき点がこ

こにある。
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和泉川・東山の水辺と関ヶ原の水辺／川を中心とした地形空間構造の継承・再生

【沿革・経緯】

和泉川は横浜市の西部（相模原台地）に位置し、瀬谷・泉の両区

を南下し境川に合流する小河川である。整備前の和泉川は矢板護岸

で覆われた貧弱な様相を呈する川であり、まちと川との結びつきも

殆んど無かった。しかし、都市化の著しい横浜市の中にあって、川

底低地を取り囲む台地崖線には斜面林が連続する風景が残る地区で

もあった。このような川に対して、当時の横浜市の河川担当者が新

しい川づくりを志向し、和泉川の川づくりがはじまったのである。

昭和62（1987）年　和泉川環境整備基本計画（案）の策定

平成元（1989）年　ふるさとの川モデル河川の指定

平成２（1990）年　和泉川水辺空間整備計画

平成８（1996）年　「東山の水辺」整備完了

平成９（1997）年　「関ヶ原の水辺」整備完了

【デザイン的特徴】

東山の水辺、関ヶ原の水辺の整備のもととなっているのは、

「和泉川環境整備基本計画（案）」（横浜市：1988.3）である。

この計画では、通常の河川環境整備計画が、河川敷地内の「環境

配慮」にとどまっているのに対し、川と沿川地域とを一体的に捉

え、河川の環境、景観を捉えることを強く志向している。

このような先進的な考え方に基づき、横浜市では、個々の河川

づくりにおいても優れた河川整備を実現してきた。東山の水辺、

関ヶ原の水辺のデザインは、この集大成として位置づけることが

できる。

しかし、具体のデザインに着手した段階での両水辺の現状には

大きな課題があった。東山の水辺のエリアの下流側では、既に護

岸が施工されていた。また、和泉川を特徴付けている左岸斜面林

は民有林であった。このような現状に対し、東山の水辺では、右

岸の住宅地と左岸斜面林（民有林）との間の土地を全て取得し、

広がりのある水辺空間の創出を行っている。

一方、関ヶ原の水辺においても直線的な改修計画が定められて

おり、右岸側の護岸は既に完成、下流側の区間では両岸とも護岸

が完成していた状況であった。

このような状況の中で、河川デザインにあたっては、横浜市の

複数の分野に所属する職員と専門家が参加するデザインワークシ

ョップを行い、それぞれの視点から整備コンセプトを提案討論す

るという方法をとっている。

ちなみに、東山、関ヶ原の名前は、所在地の宮沢町の字名に由

来している。

【主な諸元】

和泉川

　流域面積：11.5k㎡

　流路延長：約11km

所在地：神奈川県横浜市瀬谷区宮沢

事業者：横浜市下水道局河川設計課

管理者：横浜市

東山の水辺

　区間延長：約540ｍ

　面積：約３ha

関ヶ原の水辺

　区間延長：約260ｍ

　面積：約１ha

■デザイン目標

・東山の水辺：谷戸の空間構造の再

生、暮らしの中の水辺空間

　和泉川の景観特性は、台地を刻

んだ谷戸の空間構造にあり、左岸

に連続する台地崖線の樹林がこの

エリアの景観を特徴付けている。

谷戸の空間構造を継承再生し、川

と斜面林とが一体となった谷戸の

生活空間を創出することをランド

スケープデザインの基本とする。

・関ヶ原の水辺：谷戸の原風景、
生き物のにぎわい、多様な水辺

　当該エリアは、左岸の斜面林と

右岸の農地、農家のたたずまいな

ど全体的に農村的な景観をとどめ

ている。台地崖線の斜面林は、ク

ヌギ・コナラ林、スギ・ヒノキ・

サワラ林、竹林など多様な構成に

なっている。自然度の高い水辺空

間とすることをデザイン目標とす

る。

【設計者】(土木学会デザイン賞作品選集2005より)
 吉村伸一 横浜市下水道局河川計画課（当時）
　・環境整備計画に関するコンセプト形成（川・まちづくり計画）
橋本忠美 株式会社農村・都市計画研究所（当時） 
　・和泉川環境整備基本計画及びふるさとの川整備事業計画の検討
　・水辺空間整備のコンセプト提案、ディティール設計、植栽設計
　・東山ふれあい橋（木橋）のデザイン検討 
松井正澄 株式会社アトリエトド 
　・東山の水辺の詳細計画

せ き が は ら

せ や

さかい

ひがしやまいずみ

■位置図(出典12-2)

河川編

■東山の水辺全景(出典12-1)
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川辺の道

植生ロール

C-C断面図

低水路

コブシ

小水路

小橋 生垣
広場

蛇篭

H.W.L

■既存の護岸は矢板が剥き出しで、改修計画もきわめて直線的なものであったが、
左岸の斜面林との間の土地を全て取得することで広がりのある水辺空間を確保して
いる。
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■全体計画平面図（東山の水辺）(出典12-3)

■断面図（東山の水辺）(出典12-4) ■東山の水辺(出典12-6)

河川編

■整備前の状況(出典12-5)
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■直線的な改修計画のもと、一部では既に護岸が完成していたが、流路位置の付け
替えや植樹、隠し護岸などにより自然性豊かな水辺空間を創出している。

コナラ・クヌギの斜面林

ウツギ
ヤナギ ヤナギ

ヤナギ

クヌギ

低水路
H.W.L

淀み
中州

畑

玉石 玉石

湧水路

ウメモドキ

移植サクラ

A-A断面図

川辺の道
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■全体計画平面図（関ヶ原の水辺）(出典12-7)

■断面図（関ヶ原の水辺）(出典12-8) ■関ヶ原の水辺(出典12-10)

■整備前の状況(出典12-9)

河川編
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【地形空間構造に基づく丁寧なラン

ドスケープデザイン】

谷底低地という和泉川の地形空間

構造は、斜面樹林との関係だけでな

く、和泉川のランドスケープデザイ

ンの検討に当たっても基本となって

いる。流路の配置にあたっても、平

面的には斜面林の地形に沿う形を基

本に、斜面林部の等高線を水辺の河

岸処理に展開することで流路の位置

を決定し、まさに地形空間構造と一

体的な空間構造としている。そのた

め、デザイン検討については、20㎝

コンターの1/200～1/500の地形模型

を作成し、横浜市の複数の分野に所

属する職員と専門家が参加するデザ

インワークショップを行い、空間構

造を確認しつつ設計作業を進めてい

る。しかし、このような等高線に基

づく施工については、一般の土木施

工者は慣れていないため、施工高を

細かなピッチで表示するなどの配慮

を行った上で、現地確認を行いなが

ら施工を進め、質の高い空間デザイ

ンを実現している。

【川からのまちづくり計画】

和泉川のデザインの基本になっ

ているのは「和泉川環境整備計画

(案)」(1988.3)である。

通常の河川環境整備計画が河川

敷地内の環境配慮となっているこ

とが多いのに対し、「川・まち地

区計画」として構想されている。

地区計画は、水系・景観・歴史・

生活圏等のまとまり(空間単位)を

「川・まち地区」として９地区に

分割し総合化したものであり、ゾ

ーニングとは本質的に異なる。

計画策定にあたっては、流域に

ある11の小学校を対象に「子供の

遊び環境調査ワークショップ(地

図づくり)」(11校400人)と、アン

ケート調査(11校1400人)を実施

し、日常の暮らしの中で川やまち

の環境がどのように使われている

かを把握している。和泉川の水辺

は、絶滅しかけていた川遊びの場

として、子供たちの間に確実に根

付いている。

河川編

【河畔の斜面林との一体化】

和泉川の景観を特徴付けている谷底低地を取囲む台地崖線の斜面林

との関係を考えることが和泉川のデザインのポイントの一つである。

東山の水辺左岸の斜面林については、市街化区域内の民有林である

ことから、市の緑政局（当時）の協力を得、横浜市緑地保全制度（ふ

れあいの樹林制度）を用いて地権者から借地し、市民利用ができるよ

うにしている。

関ヶ原の水辺左岸の斜面林については、河道拡幅と管理用通路整備

のため斜面林を削る計画となっていた。ここでも様々な観点からの検

討の結果、護岸による斜面林と水辺との分断を避けることから、斜面

林に沿って流れていた流路を反対側に寄せ、斜面林との境界部に新た

にクヌギ、コナラの植樹を行い、斜面林の自然が水辺空間に滲み出す

ような形で、斜面林と一体的な河川風景の創出を図っている。

■設計図（断面）(出典12-11)

■設計図（平面）(出典12-12)

■デザインWSの状況(出典12-13) ■完成した橋詰部の整備空間(出典12-14)

■子供たちの川遊びの場となっている和泉川
　　　　　　　　　　　　　　　(出典12-15)

　等高線表示に基づくことから設計図では細かな
ピッチで施工高を示している。

0 5m2.5m

N

0 10m5m



















058

旧北上川分流施設群（脇谷水門・鴇波水門）／歴史的土木施設の保存と共存する新施設デザイン

【主な諸元】

［脇谷洗堰］オリフィス構造固定堰

　全幅23.6ｍ、オリフィス2.35m×1.65ｍ×9.0ｍ×6門

　うちラジアルゲート内蔵5門

［脇谷閘門］2段式ローラーゲート×2　コンクリート製閘室

　（上流側7.9ｍ×（4.8ｍ+4.8ｍ）～

　　下流側7.9ｍ×（4.1ｍ+4.1ｍ））×ゲート間60.0ｍ

［脇谷水門］呑口部スライドゲート4門　トンネル放水路

　（呑口部2.5m×2.6ｍ×4連～吐口部4.5ｍ×3.4ｍ×2連)×159.0ｍ

［脇谷水門(新)］カーテンウォール付小水門部＋通船部水門

　小水門部 プレートガーター構造ローラゲート（6.7m×4.5m）

　   径間長：6.7ｍ×3門

　通船部 プレートガーター構造・2段式ローラゲート

  （下段10.0m×6.545m・上段10.0m×6.480m）、径間長 10.0ｍ×1門

［鴇波洗堰］オリフィス構造固定堰

　全幅51.5ｍ、オリフィス0.94m×1.35ｍ×37.0ｍ×18門

［鴇波水門（新）］カーテンウォール付水門

　ライジングセクターゲート（油圧モーター式開閉）12.5ｍ×2門

【デザイン的特徴】

旧北上川分流施設群のデザインのポイントは、脇谷洗堰・鴇波洗堰

の両施設に加え、締め切り堤防および分流水路からなる、空間全体を

分流施設のシステムとして捉えることにある。

新施設群のデザインにあたっては、旧施設との関係性を重視し、形

態・イメージの継承を図り、新施設が旧施設との関係において大きく

突出したり違和感のあるものにならないようにすることを基本として

いる。各施設の具体のデザインの考え方は次のとおりである。

●脇谷水門

・カーテンウォール付水門＋オープン水路複合タイプ

・旧施設の形態の基本となっている「閘門＋洗堰」という基本形状と

の脈絡を感じさせるとともに、カーテンウォール付水門の採用によ

り、扉体の高さを最小限に抑える。

　※カーテンウォール：水門のゲートの一部となっているコンクリート壁

●鴇波水門

・カーテンウォール付水門タイプ

・堤防からの立ち上がりが小さく、旧施設の特徴である水平性に卓越

した形態との脈絡を感じさせる。

●堤防

・旧堤防腹付け盛土嵩上げタイプ

・新堤防天端を歩行者用空間として確保し、旧堤防の天端および旧北

上川側の法面形状を残す形を基本とする。

【沿革・経緯】

北上川と旧北上川の分流地点に位

置する鴇波洗堰・脇谷洗堰は、北上

川水系の治水対策の要と位置づけら

れる。

しかし、両施設は設置後70年近く

経過しており老朽化が著しいうえ、

旧北上川および江合川・迫川等の洪

水に対する安全度を高める必要か

ら、旧北上川分流施設群の改築事業

が計画された。

当初は両施設の老朽化が著しいこ

とから、これらの施設の活用は考え

ずに、中央部に新しい水路と水門施

設を設けることが構想されていた。

しかし、有識者からなる分流施設

計画検討委員会において、旧施設の

老朽化の状況、土木史的な価値など

の調査を行った。旧北上川分流施設

は、脇谷・鴇波の両施設に加え、締

め切り堤防および水路からなる、空

間全体を分流施設のシステムとして

捉えるべきであり、このシステム全

体の保存を図るという考えに基づ

き、全体計画の見直しが行われると

ともに、新施設の景観デザイン検討

が実施されるに至っている。

所在地：宮城県石巻市　　　　

事業者：国土交通省東北地方整備局北上川下流河川事務所

管理者：国土交通省東北地方整備局北上川下流河川事務所

竣工年：脇谷新水門（平成16年）/鴇波新水門（平成16年）

【設計者】(東北地方整備局ホームページより)

篠原　修:東京大学(当時)/デザイン指導

平野　勝也:東北大学/デザイン指導

中井　祐:東京大学/デザイン指導

小笠原 修:(株)建設技術研究所

  /構造設計

岡田一天:(株)プランニングネットワーク

  /景観設計

わき や とき なみ

わき　 やとき　 なみ

河川編

■位置図(出典15-2)

■旧北上川分流部の全景(出典15-1)
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【全体計画】

脇谷洗堰・鴇波洗堰の両施設

に加え、締め切り堤防および分

流水路からなる、空間全体を分

流施設のシステムとして捉える

という基本的な考え方に従い、

旧施設に至る現在の水路をその

まま活かし、それぞれの旧施設

の上流側に新施設を配置してい

る。

また、堤防についても、旧堤

防をできるだけ活かすことか

ら、現在の堤防に沿う形の平面

形状を基本とし、北上川への腹

付け盛土を行う計画としてい

る。

鴇波洗堰

■全体計画平面図(出典15-3)

■脇谷洗堰（旧施設）(出典15-4) ■鴇波洗堰（旧施設）(出典15-5) ■堤防部断面図(出典15-6)

河川編
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【脇谷水門】

脇谷水門については、通船部と

小水門部（３門）に大きく区分す

ることで、脇谷閘門・脇谷洗堰が

複合した旧施設の形態を継承し、

旧施設との違和感を抑えることに

配慮している。

通船部については、ゲート引き

上げ高が大きくなるため、２段式

のスライドゲートとすることで、

平常時のゲートの見えを小さくし

ている。また、ゲートの上に巻き

上げ操作室上屋が載る形を避ける

ため、堰柱上部の転向シーブを介

することで操作室を堰柱内部に組

み込んでいる。

ゲートの色彩については、試サ

ンプルによる現地確認を行いなが

ら、旧施設の色彩とも類似し、暖

かさを感じさせる卵色としてい

る。

小水門部については、同じく堰

柱上部の転向シーブによりワイヤ

ーを90度転向させることで、操作

室を堰柱の奥に配置し、堰柱との

分節を図っている。また、このこ

とにより、背後の管理用橋梁から

操作室へのアクセスの利便性を高

めている。

操作室の機器配置についても、

担当部署との綿密な調整を行い、

油圧装置の採用などにより、堰柱

とほとんど同じ幅になるようにす

ることで、堰柱との関係を整えて

いる。

■脇谷水門全景(出典15-7)

■脇谷水門堰柱部(出典15-8)

■脇谷水門設計図（平面図（上）・断面図（下）・正面図（左））(出典15-10)

■脇谷水門操作室(出典15-9)

河川編
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【鴇波水門】

鴇波水門は、下流に残る鴇波洗堰

との関係を重視し、洗堰を圧倒する

ような存在感を与えないように配慮

することから、ライジングセクター

形式を採用することで上部をすっき

りとさせ、締め切り堤防より上部に

突出することを避けている。

平面形状については、翼壁を開い

た形とすることで、水を迎え入れる

門としての印象を与えるとともに、

水門部の唐突な印象を緩和し、高水

敷とのなじみをよくしている。

断面形状については、ライジング

セクターゲートの円形の形を基本

に、全体に丸みをつけた形態とする

ことで、ボリューム感の軽減を図っ

ている。　

躯体はコンクリート仕上げを基本

としているが、大きな面として目立

ちやすいカーテンウォール部分につ

いては、堰柱部をわずかに突出させ

ることで分節を与えるとともに、洗

い出し仕上げとすることで無機質感

を抑えている。

また、水衝りが強くなる堰柱の端

部には錆御影石を据え強度の確保と

適度な景観的アクセントとなるよう

にしている。

■鴇波水門上流側(出典15-12)■鴇波水門下流側(出典15-11)

■鴇波水門設計図（平面図（上）・断面図（下）・正面図（左上））(出典15-13)

　

河川編
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雲原砂防施設群 ／山間地の地域整備の一環としての砂防計画

【沿革・経緯】

雲原砂防関連施設群は、京都府福知山市北部の山間部に所在す

る、砂防堰堤と流路工の組み合わせによる砂防施設群である。計画

に携わった、日本の近代砂防の父と呼ばれる赤木正雄をして理想的

な砂防事業と言わしめた事業である。

昭和9(1934)年　室戸台風により土砂災害が発生。これにより、雲

原村村長の西原亀三が内務省技師赤木正雄に施設工事計画を要請。

そして、同時に大蔵大臣の高橋是清に砂防工事の必要性を説く。こ

れにより事業予算が認められ、赤木の理想的なモデル工事が計画さ

れた。同年工事開始。

昭和27(1952)年　複数の流域（総延長12km）にわたって堰堤11

基、床固工157基、流路工41基が構造的連続性をもって配置され、一

体的な機能を有する砂防施設群が完成した。

【主な諸元】

　由良川水系雲原川  延長（全体）12km

　砂防堰堤　11基、　床固工　157基、流路工　41基

　所在地：京都府福知山市雲原

　事業者：京都府

　管理者：京都府中丹西土木事務所

　竣工年：昭和27(1952)年

【設計者】

　内務省赤木正雄技師が計画、京都府長嶺技師が設計・施工

【デザイン的特徴】

①農村の文化的景観としての基盤

 本施設群はもともと農地改良、用排水路改修、林地改修、集団耕地造成、文化住宅築造、農地移転を組み合わせ

た総合的な地域整備事業と密接に関連している。その結果、土砂災害が抑制され、かつ大規模な換地・分合により

耕作地が増えるなど農業振興に寄与することになり、現在では豊かな農村としての文化的景観が形成されている。

②合理的・効率的な構造物デザイン

 長い施工期間の中で順次不具合を解消し、より合理的・効率的な土砂コントロールを目指した構造物デザインと  

なっている。石積石張の位置・形状と打ち放しコンクリートとの微妙なデザインバランスが、農村渓流としての美

しさを表現している。

③ 赤木正雄の自己実現モデル

地域振興との一体化を目指した砂防事業の理想形に対する自己実現モデルとしての赤木の心意気が感じられる。

■リズミカルな落水と流水の表情を見せる
　農村の中の雲原川(出典21-3)

くも　はら

河川編

■雲原川の床固工(出典21-1)

■位置図(出典21-2)
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■設計平面図（上谷川：昭和14年度施工）(出典21-4)

流路工の法線はよりなめらかに計画され、合わせて農地の造成・換地・分合が行われて農業振興が強化された。

■設計縦断図（上谷川：昭和14年度施工）(出典21-5)

流送土砂の運搬能力をより抑制するために適切な勾配計画が立てられ、合わせて砂防施設群が配置された。

■床固工竣工時写真（三岳川：昭和10年頃）(出典21-6)

■全体計画平面図(出典21-7)

河川編
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・昭和9年から11年までの間に設計され、施工された構造物は三岳川白石タイ

プ、三岳川黒石タイプに分けることができ、この順番に作られた。そして、

最終的に三岳川の標準タイプが完成したことになる。三岳川黒石タイプが最

も強度的には優れているが施工の手間もかかる。これは、三岳川白石タイプ

で被害が出た時には活用されたが、その後垂直壁の補強のみで対応すれば良

いことが分かったため、事業の効率化に配慮してもとのタイプに戻ったもの

と思われる。また、施工に使用される石の量にも限界があったため、工事が

進むにつれて材料が枯渇し、やむを得ず混合石で対応したと考えられる。

・雲原川流路工のタイプ変遷を考えると、結局のところ三岳川白石タイプ

で構築されたデザインのコンセプトが紆余曲折を経て、再びその改良バー

ジョンにおちついたと総括することができる。当時としては貴重で高価な

セメントの効率的な活用と石工文化の急激な変化に伴う職人の減少と価格

（人夫賃）の上昇等を背景に、掃流力の高い地域での安全な構造デザイン

が模索されてきたのであろう。これらの成果は昭和19年度に深山川・横尾

川に作られた精緻な雲原川布張タイプに集約されることになる。

・砂防施設計画の原型は、三岳川白

石タイプである。これは、本堤の水

通し天端に白石を谷張状に配置し精

密に保護している。袖小口にも布積

状に石積し、しかも計画高水位まで

としている。その上は打ち放しのコ

ンクリートである。側壁護岸は谷積

で天端は水平である。垂直壁は分離

され、すべてコンクリートの打ち放

しである。

■床固工のタイプ別施工時期と施工形状(出典21-8)

河川編

■上谷・入住谷谷川タイプ一般図(出典21-9)

■三岳川白石タイプ(出典21-10)
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■三岳川黒石タイプ(出典21-11)
ここに追加された構造物は三岳川白石タイプとは違っていて、構造物全体を石で覆っ
た、がっしりとしたものになっている。これは、当初のタイプの改良バージョンであ
る。

■雲原川標準タイプ(出典21-12)
三岳川改良タイプの垂直壁を側壁護岸や水叩きとは分離独立させて、雲原川標準タイプが完成
した。すなわち、構造物形式は紆余曲折を経て、本タイプに収斂することになった。

■雲原川布張タイプ(出典21-15)
このタイプは本副とも水通し天端には加工した石を横長に布張りにしている。しかも
施工が丁寧で石の色と形がそろっているためとても美しい仕上がりとなっており、本流
路工の中で最も優れている。いわば雲原川流路工デザインの集大成である。

■下三岳川タイプ(出典21-14)
これは三岳川白石タイプと三岳川黒石タイプを融合させ、袖部のみに打ちっ放しコ
ンクリートを用いたものである。下三岳タイプは勾配が急になり掃流力がより高くな
ることに配慮された三岳川標準タイプの効率的補強タイプとなっている。

■上三岳川砂防堰堤(出典21-13)
水通し天端に長方形に整形された石を布張
状に配置し、袖小口も袖天端まで布積状に石
積している。袖の断面形状が上流側も斜めに
なっているのは珍しい。コンクリート量の節
約のためと考えられる。昭和初期の砂防堰堤
で全体が打ちっ放しコンクリートのさきがけ
と考えられる。

河川編
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【沿革・経緯】

　このダムは、神戸市創設水道の水源地堰堤の１つとして、明治33

年３月に竣工した我が国初の重力式コンクリートダムである。

　神戸市創設水道については、当初英国人ヘンリー・パーマー（横

浜市の水道創設事業計画に従事）に調査を依頼したが、後に英国人

ウイリアム・バルトンの指導のもとに調査計画が進められた。建設

にあたっては、我が国初の貯水池式の水道用のアースダムである長

崎市の本河内高部ダム（明治24年竣工）を手掛けた吉村長策を工事

長として迎えた。吉村は当時大阪市水道局に籍を置いていた佐野藤

次郎を招聘。佐野は明治32年には、吉村の辞任に伴い工事長に就任

した。実質的な工事・設計は佐野の手によるものである。

　明治25(1892)年 バルトン来神し調査を開始

　明治30(1897)年 布引ダム工事着手

　　　　　　　　 （工事長吉村長策、次席技師佐野藤次郎）

　明治32(1899)年 吉村の辞任に伴い、佐野が工事長に

　明治33(1900)年 布引ダム竣工

布引ダム（五本松堰堤）／初めて挑む30ｍ超の構造物のデザイン

【主な諸元】

所在地：兵庫県神戸市中央区　

　　　　（生田川水系）

管理者：神戸市水道局

設計者：吉村長策・佐野藤次郎

竣工年：明治33(1900)年

堤高：33.33ｍ

堤長：110.3ｍ

構造：重力式コンクリートダム　

　　（表面石張り粗石モルタル）

非越流型

【デザイン的特徴】

 布引ダムは、日本における初の近代的コンクリート式重力ダム（表

面石張り粗石モルタル）である。

 そのデザイン的特徴は、屋根や窓・扉などの付属物を何も有さない

30ｍもの高さの構造物に対してどのように表情を持たせるかにあった

と考えられる。

　結果としては、デンティルやコーニスといった、極めて古典主義的

な建築意匠が堤体に施され、創設期のダムにふさわしい威厳と重厚さ

を強く意識したデザインとなっている。このダムのデザインを際立た

せているのが、ダム堤防と地山との境界部の丁寧な仕上げである。境

界部には現在のダムに見られるような画一的なフーチングは見られ

ず、地山掘削部を自然石で丁寧に修復することで、周囲の自然的風景

の中におさまった違和感のないダム景観を創出している。

　一方、ダム水理的にも大きな特徴が見られる。そのひとつは、ダム

堤体に余水吐きを持たない（当時の技術としては持たせることができ

なかった）ことである。このような、貯水池全体としてのトータルな

超過洪水対策システムの考え方には参考になるところが多い。

【設計者：吉村長策】

　万延元(1860)年現在の大阪府

に生まれ、工部大学校（現東京

大学）土木工学科に入学。明治

18年首席で卒業後、１年間助教

授を務めた後、明治19年長崎県

に勤務。その間、わが国初の貯

水池式の水道専用ダム（アース

ダム）である本河内高部ダムを

手掛ける。

　その後、大阪市や神戸市の創

設水道事業に携わった後、明治

32年には佐世保海軍鎮守府経理

部建築課へ赴任し、海軍施設工

事の最高責任者として多くの水

道・港湾事業の指導監督を行

う。

■位置図(出典22-2)

ご ほ ん ま つ

ほんごうち

ぬのびき

河川編

■布引ダム全景(出典22-1)
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【ダム堤体】

　表面自然石張りの粗石モルタ

ル造の布引ダムの堤体は、潔い

ほどシンプルである。この表面

の自然石は、現在でいうところ

の埋め殺し型枠として機能して

いる。そして、自然石によって

生み出されたシンプルでありな

がら表情豊かなダムの景観は、

■取水塔部のデザイン(出典22-5)
　堤体と同様の丁寧な石張りのデザインがなされ
た取水塔。補修のため貯水池の水が抜かれている
ため、フーチングなどの無い地山との接合部の状
況もよくわかる。

ダム堤体に余水吐きを持ってい

ないことも大きな要因ではある

が、それを際立たせているの

が、地山境界部の丁寧な仕上げ

である。　

　平面図を見ると、地山の掘削

は行われているが、自然石によ

り丁寧な修景が行われ、時間が

経過した今では殆んど地形改変

が行われなかったかのような印

象を与えている。

　上流面側には、シンプルな堤

体の唯一のアクセントともなっ

ている取水塔が中央に設けられ

ている。半円形で堤体に張り付

く形状となっており、堤体と同

じく表面には石張りが施されて

いる。

■取水塔部詳細図(出典22-4)

■堰堤平面図(出典22-3)

河川編
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【堤頂部のデザイン】

 布引ダムの堤体デザインの特

徴は堤頂部に施されたデンティ

ルとコーニスの意匠である。本

体最上部の鉛直部には、コーニ

スを載せたフリーズ、その下に

はアーキトレーブを省略したデ

ンティルといった建築の古典主

義的な意匠が施されている。

　デンティル石は、一段の石を

周囲より前に出し、飛び出た部

分の四辺を削るという細かな加

工がなされている。また、デン

ティル上の最上部の３段の石張

りには、中央２段目の石の高さ

を若干小さくする意匠が見られ

る。

※アーキトレーブ、フリーズ、

　コーニス

　柱によって支えられる水平材

　の意匠様式。西洋古典建築で

　は、下から、アーキトレー　

　ブ、フリーズ、コーニスの３

　部分より成る。コーニスは最

　上部の突き出した水平帯をい

　うが、一般的には壁体の上部

　に限らず、各層を区切る部分

　に設けられる水平帯も全てコ

　ーニスと呼ぶ。

※デンティル（歯飾り）

　ギリシャ・ローマ建築のコー

　ニスに見られる小さな直方体

　の連続装飾。形が歯の並んだ

　のに似ているところから付け

　られた。

■堤頂部のデザイン(22-7)

■堰堤標準断面図(出典22-6)

河川編
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■雌滝の滝つぼの取水施設(出典22-10)
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【洪水制御システム】

 布引ダムでは、ダム本体に溢水口（余水吐き）を持たせることがで

きなかったことや、洪水時の貯水池への土砂流入の制御、さらには

景勝地の景観保全の観点から取水システムにも特徴的な工夫がみら

れる。

 貯水池の上流地点では、最上流に堤長12.12ｍの分水堰堤が設けら

れ、1.11㎥/ｓ以上の水は放水路に流れるように制御している。分水

堰堤を下ると放水路トンネル、ダムサイトの余水路に続く放水路の

放水口があり、ストニー式の開閉機構の扉門が設けられている。そ

の下流には堤長15.75ｍの量水堰堤が設けられ貯水池への土砂流入を

さらに抑えるようにしている。

 ダム本体地点では、左岸側に本堤とは切り離された溢流堤が設けら

れている。この溢流堤から横越流するかたちで余水路に流れ込んだ

水は、流出口から下流河道に戻されることになるが、自然の岩盤を

そのまま利用することで自然の滝のような姿を見せている。

 また、ダム地点で取水した水についても、一部を下流河道に放流

し、下流の滝の景観の保全に配慮した上で、鼓ヶ滝と雌滝の滝つぼ

に設置された堰堤から再度取水するという仕組みになっている。

■自然の岩盤を利用した余水路流出口
　　　　　　　　　　　　(出典22-8)

■溢流堤(出典22-9)

■貯水池取水システム図(出典22-11)

放水路トンネル

分水堰堤（取水口）

放水口

溢流堤

余水路

量水堰堤余水路
流出口

貯水池

河川編
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立ヶ畑ダム（烏原堰堤）／ダム施設群のトータルデザイン

【沿革・経緯】

　立ヶ畑ダムは、神戸市創設水道の水源地堰堤の１つとして、明治

38年5月に竣工したもので、明治33年に竣工した布引ダム(五本松堰

堤)についで完成したダムである。

　開国により近代港都として誕生した神戸は、六甲山系南麓の狭隘

な扇状地群に立地しており水利に乏しかったが、これらの近代水道

の創設によりkobe Waterの名声を得て、国際港湾都市としての発展

をとげた。

　設計者は、近代ダムの黎明期おいて、わが国の数多くのダムの設

計に携わった佐野藤次郎である。また、大正４年(1915)に嵩上げさ

れ現在に至っている。

　明治34(1901)年 立ヶ畑ダム着工

　明治35(1902)年 佐野藤次郎がインド視察から帰国し設計変更を

　　　　　　　　 行う

　明治38(1905)年 立ヶ畑ダム竣工

　大正２(1913)年 嵩上げ工事着工

　大正４(1915)年 嵩上げ工事竣工（約2.7mの嵩上げ）

　　　　　　　　　　　　　　　

の水密性を高めるなど、漏水対策

が採用されている。

堤体は堰堤中央部に四連アーチ

の余水吐きを設け、また表面石張

粗石モルタル積堤体はアーチ状に

湾曲させているため優美な姿とな

っている。

　取水塔には古典的な装飾が施さ

れ、入り口には扁額「養而不窮」

の文字がある。

【主な諸元】

所在地：兵庫県神戸市北区

　　　　(新湊川水系)

管理者：神戸市水道局

設計者：佐野藤次郎　

竣工年：明治38(1905)年

堤高：30.6ｍ(嵩上げ後33.3ｍ)

堤長：112.9ｍ(嵩上げ後122.4ｍ）

構造：重力式コンクリートダム

　　　(表面石張り粗石モルタ

　　　ル・平面アーチ)

ゲート式洪水調節方式

（オートマチック・バランス

　ド・ゲート４門）

【設計者：佐野藤次郎】

明治２年(1869)に名古屋に生

まれ、帝国大学工科大学土木工

学科に進学し、明治24年(1891)

卒業。

その後、大阪市において技師

を勤め、明治29年(1896)に神戸

市水道技師、明治32年(1899)に

は水道工事長になる。

明治33年(1900)には日本初の

コンクリート重力式ダムである

布引ダムを竣工させ、その後、

立ヶ畑ダム(明治38年・1905)、

千苅ダム(大正８年・1919)、大

井ダム(大正13年・1924)などの

設計に携わる。

■建設当時の写真(出典23-2)

■位置図(出典23-3)

【景観的特徴】

　神戸市創設水道の水源地堰

堤としては明治33年3月竣工

の布引ダム(五本松堰堤)がわ

が国初の重力式粗石コンクリ

ート堰堤として著名である

が、五本松堰堤が直線型であ

るのに対し、立ヶ畑ダムは堤

体をアーチ状に湾曲させ優美

な姿となっている。

布引ダムの漏水に苦しんだ

佐野はインドへ堰堤調査に出

かけ、その成果を立ヶ畑ダム

に注いだ。

水道専用ダムとしてはわが

国で第４番目。一部基礎岩盤

にグラウチング、モルタルの

砂分にスキル(下等煉瓦を粉

砕して0.15mmフルイを通過し

たもの)を添加してモルタル

河川編

■立ヶ畑ダムの全景(出典23-1)
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【ダム堤体】

　立ヶ畑ダムは、神戸市水道計画に基づき、布引ダ

ムに次いで整備されたダムであるが、その堤体デザ

インは似ていないものとなっている。これは、設計

者・佐野藤治郎がインド視察により、デザイン的な

影響を強く受けたものと言われる。

　堤体は外側に緩やかなカーブを持つアーチ型であ

るが、アーチダムとしてのアーチアクションを期待

したデザインではなく、安全性を踏まえたデザイン

設計ではないかと考えられている。なお、アーチの

曲線は、曲線半径181.8mの緩やかなカーブである。

また、堤体の中央部に設けられた４門の余水吐き

は、アーチクラウンの処理などルネッサンス風の処

理おこなうなどいくつかの工夫点があり、立ヶ畑ダ

ムを象徴するデザイン要素となっている。特に、布

引ダムに比べ、この余水吐きのアーチ部分を除き、

堤体全体は非常にシンプルなデザインとなってい

る。そのため、余水吐き周辺のデザインに目を引き

つける効果がある。

【余水吐き】

　余水吐きは、ルネサンス風の組み方をしたアーチ

で構成されており、アーチ基部には平たい石（シー

マ）が挟まれており、アーチとピアとの分節を図っ

ている。余水吐きから下には導流壁が設けられてお

らず、堤体壁が分節されることがなく、堤体壁の一

体感が感じられる。

■堰堤平面図(出典23-4)

■余水吐きの詳細図（上流側）(出典23-6)■余水吐きのデザイン(出典23-5) ■余水吐きの詳細図（下流側）(出典23-7)

河川編
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【取水塔】

当初計画では、堤体中央に設

けることを考えていたが、余水

吐の位置関係から余水吐より左

岸側に設けられている。しか

し、貯水池の最も水深のある部

分を選んでおり、水の有効利用

を目的として位置が決められた

ことがわかる。

デザインは、バラバラの大き

さの石を組み合わせる印度式粗

石工が用いられ、飾り柱を配し

ている。

取水塔の上には覆屋がつくら

れ、ここに銘板がはめられてい

る。壁には飾りオーダーなどが

使われ、屋根は古典様式ペディ

メント（三角破風）は使わずに

平屋根となっている。

【コーニス】

　堤体を横から見ると緩やかな

アーチ形状が確認できる。

　また、余水吐の左右横に走る

コーニス（水平帯）は、竣工当

時は胸壁であったが、嵩上げ時

にこの部分の外観がそのまま残

され、堤体を上下に分割して、

上部を引き締めるデザインとし

て馴染んでいる。

　なお、現在では、堤体上部に

フェンスがあり、遠景ではあま

り気にならないが、近景では、

全体のバランスを崩す要因とな

ってしまっている。

■取水塔覆屋(出典23-8)

■堤体横方向からの眺め(出典23-9)
緩やかなアーチ形状とコーニスの
水平ラインが強調される

■取水塔(出典23-10)

■堰堤標準断面図(出典23-11)

河川編
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【上流施設群のデザイン】

　神戸市六甲の山麓にある、立

ヶ畑ダムは、堤体に余水吐きは

持つものの、その規模は小さい

こともあり、布引ダムと同様

に、貯水池上流部で放水路を設

けて直接ダム下流に放流する方

法が取られている。

そのため、貯水池上流部にも、

ダム関連の施設（放水路櫓台、

分水堰堤覆屋等）があり、これ

らの施設も実に丁寧にデザイン

されている。特に、放水路櫓台

などは、印度式粗石工によって

つくられている。

【貯水池の護岸】

　貯水池の護岸の一部に、石臼が組み込まれた特徴的

なデザインが見られる。これは、ダム建設にともな

い、この地から移転した人たちが水車用石臼として利

用していた石臼を提供してもらい、護岸周辺に一列に

配置したものである。

■分水堰堤覆屋(出典23-13)
　少流量の清流とそれ以上の濁流を分水するため
に築造された施設。弧形状の堰堤と取水機器が入
る覆屋が設けられている。

■締切堰堤（断流堤）(出典23-14)
　放水路の水量を調節するための施設。３個の溢流口を持つ。

■貯水池の護岸(出典23-16)
　護岸の一部に石臼がはめ込まれている。

■放水路櫓台(出典23-12)
　本流の吸口に設けられた放水門の操作用の櫓台。
この下に（写真では写っていない）ストニー式扉門
がある

・締切堰堤（断流堤）
・分水堰堤
・放水扉門

清水谷（本流）

伊屋谷（支流）

・堤体

・量水堰堤

・支流分水堰堤

河川編

■上流施設群配置図(出典23-15)
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【沿革・経緯】

　昭和のセメント王と称された浅野総一郎が構想した庄川の水力発

電開発に端を発する。金融恐慌で一時頓挫したが、日本電力株式会

社の石井頴一朗を工事主任として再出発した。小牧ダムは80ｍ級の

大ダム時代の幕開けを告げるダムとして、ダム設置位置選定のため

のボーリング調査の実施など、現在のダム技術に繋がる数々の新し

い試みが取り入れられるなど、技術史的にも重要な位置づけのダム

である。

　大正８(1919)年 庄川水力電気会社設立（社長浅野総一郎）

　大正10(1921)年 ストーン・エンド・ウェブスター社（米国）に　

　　　　　　　　  よるボーリング地質調査

　大正14(1925)年 小牧ダム着工（日本電力会社）

　昭和５(1930)年 竣工、発電開始

　平成13(2001)年 選奨土木遺産　選定

　平成14(2002)年 登録文化財　登録

小牧ダム／建築家山口文象のダムデザイン

【主な諸元】

所在地：富山県東砺波郡庄川町

　　　　（庄川水系）

管理者：関西電力株式会社

設計者：石井頴一朗(構造)、

　　　　山口文象(意匠)　

竣工年：昭和５(1930)年　　

堤高：79.2ｍ

堤長：300.8ｍ

構造：重力式コンクリートダム

　　　（平面アーチ）

ゲート式洪水調節方式

（テンターゲート17門）

【景観的特徴】

 小牧ダムは、日本における80ｍ級の大ダム時代を告げるダムとし

て、現在のダム技術に繋がる数々の新しい試みが取り入れられてい

る。その代表的なものは、ダムの設置位置の選定にあたって、わが

国で始めてボーリングによる地質調査が試みられたことである。ま

た、設計に際しては物部長穂の耐震設計法を世界で始めて採用した

ダムでもある。その他にも、ダムのクラック防止のため15～25ｍ間

隔の横継目と止水板が設置され、コンクリートの内部温度を理論的

に解明するために白金温度計が埋設され、内部温度の実測が始めて

行われたダムでもある。

 デザイン上の大きな特徴は、緩やかにカーブする平面形状と、天端

中央の155ｍにわたる越流部に設けられている17門のテンターゲート

が創り出す迫力とリズム感である。

平成13年に土木学会の選奨土木遺産に選定されるとともに、平成14

年６月には、河川ダムとして初の国の登録文化財に登録されてい

る。

【設計者：山口文象】

 明治35年（1902）東京浅草に生まれ、東京高等工業学校付属職工徒

弟学校木工科大工分科卒業後清水組（現在の株式会社清水建設）定

夫となる。昭和初期に活躍したモダニズムの代表的な建築家。

 清水組をやめた後、逓信省営繕課に入り、震災後の復興橋梁のデザ

インも手がけるが、日本電力株式会社の技師長であった石井頴一朗

の誘いにより嘱託となり、庄川、黒部川のダム・発電所の調整設計

に携わる。

■位置図(出典24-2)

えい

えい

ぶんぞう

も の の べ な が ほ

河川編

■小牧ダム全景(出典24-1)
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【ダム堤体】

 小牧ダムの平面形状は緩やか

なカーブを持つアーチ型であ

り、当時最大級の80ｍ級のハイ

ダムの建設にあたって、多少な

りともアーチアクションによっ

て堤体が安定することを意図し

て組み込まれたものと考えられ

る。　

 アーチの曲率半径は880尺（約

268ｍ）であり、ダム頂部の両

端を結んだ直線に対する中央部

の膨らみは約41ｍである（ライ

ズ比でいうと約14％である）。

堤頂の中央部の幅155ｍの区間

が越流部であり、ここには17門

のテンターゲートが設けられて

いる。その両脇は袖堤であり、

境界部には導流壁が設けられて

いる。袖堤の延長は、右岸で39

ｍ、左岸で106ｍと地形に対応

して非対称の形となっている。

■小牧ダム平面図(出典24-3)

【導流壁】
　越流部と袖堤部の境界部に
は、越流水を下流河川にスムー
ズに導くように導流壁が設けら
れている。導流壁はただ一様に
漸縮し下流河川に絞り込む形で
はなくS字型の独特の形をして
いる。
　このような導流壁の形は、小
牧ダムと同じく、石井頴一朗
(構造)と山口文像(意匠)のコン
ビで設計された、黒部川水系の
小屋平ダムや仙人谷ダムにも見
られる形である。　

河川編
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■上流側正面図(出典24-4)

■越流部断面図(出典24-6)■袖堤部断面図(出典24-5)

河川編
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【袖堤部の扶壁】

　左右岸の袖堤部の上部には越

流部の橋脚と同じデザインの扶

壁が設けられている。この扶壁

は、堤体の補強と同時に美観を

ねらったものである。

　袖堤の扶壁部にも１基おきに

照明柱が設けられており、特に

延長の長い左岸部に設けられた

扶壁によって、ダム堤頂部のリ

ズムが全体を通して生み出され

ている効果は大きい。

【テンターゲート】

　余水吐きは17門のテンターゲートから構成されている。巻き上げ

機は天端に設置されているが、上屋施設を設けず、天端高欄よりも

低く抑えられているため、下流からの眺めにおいて、天端の水平ラ

インが通った非常にすっきりとした景観となっている。

 越流部には16基の橋脚が等間隔で並んでいる。橋脚の下流面側は勾

配を持たせ、途中にテンターゲートの管理用の台座が組み込まれて

いる。緩やかなカーブをもって連続する橋脚が小牧ダムに特有の堤

頂部のリズム感を生み出している。橋脚上には、１本おきに照明柱

が設置されているが、この照明柱は、夜間作業の便と堤頂部の美観

のために設けられたものである。

■天端高欄より低く抑えられた巻上げ機器(出典24-7)

■越流部詳細断面図(出典24-8)

■袖堤部の扶壁(出典24-9)

■下流面の景観(出典24-10)
　テンターゲートの橋脚と袖堤部の扶壁が、平面形の緩やかな湾曲とあいまってリズミカルな印象を与えている。

河川編

0 5m 10m
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白水ダム／地質条件の克服が生み出した美しい落水表情

【沿革・経緯】

　白水ダムは竹田市の片ヶ瀬から緒方町の丘陵部へ農業用水

を配水する富士緒井路の水不足対策として築造され、当該地

域の農業用水、電力源となっている。高さ15ｍに満たない小

型のダムであるが、ダム地点の地盤の弱さを補うために施さ

れた左右岸の側壁の独特の造形とそれが生み出す落水の表情

が美しいダムであり、平成11年に国の重要文化財に指定され

ている。

　昭和４年(1929） 農林省に白水ダム築造の陳情

　昭和６年(1931） 開墾助成特別取扱いとして許可および助

                  成を得る

　昭和７年(1932） ボーリング調査開始

　昭和９年(1934） 工事着手

　昭和13年(1938） 竣工

　平成11年(1999） 重要文化財指定

【景観的特徴】

　白水ダムのデザイン的特徴は、ダム

下流面を伝い落ちる「転波」と呼ばれ

る美しい水の表情である。特に左右岸

のダム側壁部は独特の水の表情を見せ

るが、これらは、ダムサイトの地盤の

弱さを補うために、水の勢いに対する

綿密な洞察の結果から生み出されたも

のであり、ダムのザインとして学ぶべ

きところが大きい。このような巧みな

落水表情のヒントには、小野安夫が少

年時代を過ごした九重町の実家近くに

ある「竜門の滝」があったとも言われ

ている。

【主な諸元】

所在地：大分県竹田市　

　　　　（大野川水系）

管理者：富士緒井路土地改良区

設計：小野安夫　　　

堤高：14.1ｍ

堤長：87.26ｍ

構造：重力式コンクリートダム

（表面石張り）

全面越流方式

【設計者：小野安夫】

　明治35年（1902）現在の大分県九重

町に生まれる。県立玖珠農業高校卒業

後、大分県に勤め、農業土木一筋の道

を歩んでいる。途中、東京農業大学に

内地留学。白水ダムには、昭和７年の

調査段階から昭和13年の竣工まで中心

的に関わっており、竣工後、その功績

が認められ、技師に昇格している。

■竜門の滝(出典25-2)

■小野安夫(出典25-3)

■位置図(出典25-4)

はくすい

ふ　じ　お　い　ろ

て ん ぱ

く　す

河川編

■白水ダム全景(出典25-1)
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施工時の写真をみると堤体内部にも切石が敷き

詰められていることが分かる。このことがダム堤

体自身の漏水を抑えることに役立っている。

しかも堤体内部の切石は、周囲に一般的に見ら

れる阿蘇溶結凝灰岩をレンガ状に加工したもので

あり、工費節減のため、当時まだ高価だったコン

クリートの使用量を最小限にとどめるための工夫

でもあった。

【ダム堤体】

白水ダムは、落水表情に大きな特徴のあるダム

である。伝い落ちる水のカーテンのような表情を

見せる中央の標準部の表面には長方形の切石（約

40㎝×30㎝）が張り付けられている。

勾配は１：0.7であり、天端部には曲率半径およ

そ5.9ｍ、最下段部には半径7.4ｍの円弧が組み込

まれている。

■堰堤平面図(出典25-6)
■施行状況の写真(出典25-8)
　堤体内部にレンガ状の切石が敷き詰められているのが分かる

■転波の優美な落水表情(出典25-7)

河川編

■堰堤標準断面図(出典25-4)
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　これに対して左岸側では鉛直の側壁に沿って、階

段状の円盤（１/４円盤）を末広がりにした形状が

落水に変化を与えている。

　円盤の大きさは、完全な円形ではなく、もっとも

大きい最下段部で、およそ長径7.7ｍ、短径6.2ｍの

楕円形となっている。ステップの大きさは、水平面

がおよそ60cm、鉛直高さがおよそ40cmである。

【側壁部のデザイン】

中央部の優美な落水表情ととも

に、白水ダムを特徴付けているのが

左右岸の側壁部のデザインである。

右岸側では半円筒状の「武者返し」

のような形状により、頂部を落下し

た水の勢いが弱められるとともに、

さらにそれがもう一度落下してくる

ことで、頂部を落下してくる水の勢

いを打ち消す。そしてそのようにし

て弱められた水が、中央部に集まっ

てくるという仕掛けである。

これらは全て、下流側の阿蘇溶結

凝灰岩の地盤の弱さを補うために工

夫された造形である。当時の設計図

や施工中の写真をみると、微妙に変

化する形状に対して、多数の丁張り

で実に丁寧に施工されている状況が

うかがえる。

■右岸側壁部の造形(出典25-11)

■右岸側壁部の施工状況(出典25-10)

■右岸側壁部の施工図面(出典25-9) ■左岸側壁部の造形(出典25-12)

0 10m5m

河川編



099

【袖堤部のデザイン】

　落水の表情が美しいあまり、越流部

だけが注目されがちであるが、非越流

部袖壁部にも丁寧なデザインが施され

ている。

　特に左岸側は、堤体の形状に呼応し

た鉛直壁となっているが、天端には少

し張り出す形で天端石が据えられてお

り、これが優美な落水の印象を際立た

せる端正な構造物の印象を生み出して

いる。

■袖堤天端部のデザイン(出典25-13)

■袖堤天端部のデザイン（詳細）(出典25-14)
天端石は１個の石が２段で張り出す形に加工され
ている。

■左岸階段部のデザイン(出典25-15)
堰堤直下の副ダムに至る階段とさらに下流に至る階段が組み込まれている。

■右岸階段部のデザイン(出典25-16)
曲線状の右岸側壁に沿って曲線状の階段が組み込まれている。

■右岸階段部のデザイン（詳細）(出典25-17)
側壁が一定の高さを保っている区間では、階段面が側壁から突出しないようになっているのに対し（上左）、側壁自体
が段状に低くなる下流側区間では、階段面が段状の側壁と一致している（上右）。

【階段部のデザイン】

　左岸の袖堤部には２種類の管理用の階段が組み込まれてい

る。ひとつは堰堤直下の副ダム天端に直接至るものであり、

もうひとつはさらに下流の川岸に至るものである。

　一方、右岸側の湾曲した半円筒状の側壁沿いにも管理用の

階段が組み込まれている。

いずれも手すり等を持たないむき出しの外階段であるが、

切石で施工されている。

　右岸は曲線階段となっているが、勾配変化点のおさまりに

も丁寧なデザインが施されている。

河川編
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伝統治水に学ぶしなやかなデザイン
我が国の近代の治水対策は、築堤や河道拡幅等の河川改修を進めること

により、流域に降った雨水を川に集めて、海まで早く安全に流すことを基

本に行われてきた。しかし都市化による土地利用の激変や異常降雨の頻発

などにより、このような河川改修のみによる対応では限界が生じている地

域も見られるようになってきている。このような状況に対応するために、

近年では、河川改修に加えて流域対策を導入し、治水対策のメニューの多

様化により、地域や河川の特性に応じたより効果的な治水対策を実施する

動きがみられる。

このような治水の考え方とそれに基づく洪水管理手法は、かつては我が

国のいたるところに存在していたし、実は現在でも、そのような姿が各地

に見られる。

これらの施設に共通するのは、洪水への対応を、川の中だけではなく、

地域全体として対応していくという考え方である。このような考え方は、

まさに流域と一体となった川のデザインを考える上で学ぶべき点が大き

い。

以下では、これらの考え方に基づく、河川デザインの事例とそこに込め

られた川との関係の考え方を紹介する。

【畳　堤】

畳堤は特殊堤防の一種である。大きく異なるのは、通常の特殊堤防が洪水

を溢れさせないために必要な高さまで壁として立ち上がるのに対し、畳堤は

橋の欄干のように枠だけが立ち上がる形となっていることである。

もちろん、枠だけでは、洪水の時には、枠の間から洪水が溢れてしまう。

洪水のときには、この枠の間に畳を差し込み、洪水が溢れさせないようにし

て対応するのである。何故、このような特殊な形となったのか。そこに川と

の付き合い方の要点がある。

通常の特殊堤では、壁が立ち上がり、川の風景を楽しむことができない。

「普段は川が眺められるように枠だけにして欲しい。洪水の時には、自分た

ちも畳を入れて協力する」といった周辺住民の防災意識の高さがこの畳堤防

を実現させているのである。

■畳堤の知恵

畳堤には、地域住民と一体となった防災ということのほかにも、①畳は

どこの家庭にもあるためすぐ用意できる（※1）、②畳は水分を含むと膨

張し強度を増す。といった知恵がこめられており、まさに防災の理にかな

った地域防災手法である。

※1　畳堤の建設当時の畳は本間サイズであったが、現在の畳は小さい

団地サイズが主流なため、畳の手配が困難になっている。龍野市水防倉庫

には本間サイズの畳を保管している。 ■揖保川（龍野市）の畳堤防(出典28-3)

■長良川畳堤断面図(出典28-2)

■水防訓練の様子(出典28-4)
　揖保川（龍野市）の水防訓練で畳を差し込
んだ状況
ちなみに、揖保川では、幸いにも畳堤を実際
に活用する洪水は起きてはいない

■長良川（岐阜市）の畳堤(出典28-1)

長良川（岐阜市）の畳堤は、金華山の麓という場所柄を反映した玉石積みの護

岸の上部に組み込まれている。揖保川の畳堤を設計した当時の技術者は、長良

川の畳堤の視察を行い、参考にしたといわれている

い ぼ
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【霞　堤】

霞堤は、上流から下流に一様に連なる連続堤防とは異なり、堤防のある区間に開口部を設け、その下流

側の堤防を堤内地側に延長させて、開口部の上流の堤防と二重になるようにした不連続な堤防である。現

在では、開口部を締め切り連続堤防とすることが多くなされているが、霞堤には、地域と川との関わりの

あり方を考える上でのヒントが潜んでいる。

霞堤には以下の2つの効果がある。一つは平常時の堤内地からの排水を容易にすること。もう一つは、上

流で堤内地に氾濫した水を霞堤の開口部からすみやかに川に戻し被害の拡大を防ぐことである。これらは

主に急流河川における霞堤防の効果であるが、緩流河川における霞堤については、二重になった堤防の間

の空間が一種の貯留スペースとして機能し、下流への流量負担の軽減という効果を持つ。また、緩流河川

では、この二重になった堤防の間に貯留またはその空間を逆流し緩やかに氾濫させた洪水による堤内農地

への栄養分の供給という効果も併せ持つ。そして、このような効果をより高めることから、霞堤は防水害

防備林と呼ばれる樹林帯と一体となって整備されることも多く、河川の風景としても実に優れたものであ

ることが多い。

このことは、洪水を川の中だけに押し込めることで、川と地域との分断を生み出したきた川づくりに対

して、地域の土地利用のあり方と河川整備のあり方が不可分であることを教えてくれる。

■霞堤の開口部(出典28-8) ■霞堤に沿って分布する水防林(出典28-9)

■阿武隈川水系荒川（福島県）

　荒川沿いには今も霞堤と見事な水防林が残る。また水防林の中に

は江戸時代以降の古い霞堤も多く残存している。水防林は、その多

くが明治大正期に保安林として指定され、今日に引き継がれてきた

たものである。近年では堤防から20ｍの堤内地側の範囲を樹林帯と

して位置づけ、不足箇所の植樹等を行っている。水防林と霞堤は、

沿川の人々による水防活動の履歴を示すものであり、近年では地域

の人々の学習やレクリエーションの場として利用されている。

【水害防備林（水防林）】

  水害防備林は、河岸の侵食を防止するとともに、氾濫流の流速低減、土砂抑止を目的とした治水施設で

あり、耕地や家屋を壊滅的な破壊から守る重要な治水工法の一つであった。水防林には各種の竹、笹類の

ほか、ケヤキ、クス、クリ、エノキなどが用いられるが、対象とする洪水・氾濫のエネルギーの強弱、水

位の高低により、樹種や樹間の密度を変えるなど、それぞれの河川・地域の特性に応じた工夫が見られ

る。また水防林として植えられたタケやクリなどの林は沿川住民の生産活動の場ともなっていた。そのた

め、維持管理は沿川住民によってなされることが多く、美しい樹林として著名な水防林も多く存在してい

る。

■水防林の中に残る旧い霞堤(出典28-6)

■荒川沿いに広がる水防林と霞堤(出典28-5)
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■水防林の中に残る旧い霞堤の実測断面図(出典28-7)
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【輪中堤】

輪中堤も現在一般的な連続堤防とは異なる治水の考え方に基づく堤防である。その違いは、連続堤が

「洪水の流れる空間を限る」という考え方であるのに対し、輪中堤は拠点的に「洪水の流れない空間を限

る」という考え方の堤防であることにある。

常習的な洪水被害に悩まされている地域において、洪水対応を図る必要性は強いが、とても河川洪水を

完全に制御することはできないという葛藤の中から生まれた知恵であるといえる。

木曽三川では、自然堤防を活用した尻無し堤（洪水の流れてくる上流側だけを堤防で守り下流側は開い

た形状の堤防）が輪中堤の起源となっている。集落を共同で守ることから、集落の周りに堤防を巡らした

かたちの輪中堤となっている。ちなみに堤内地という言葉の意味も、輪中堤をベースに発想すると納得が

いきやすい。近年では、災害復旧において、洪水被害の早期解消の観点から、輪中堤方式が採用される事

例も現れている。

■強首輪中堤(出典28-12)
　近年では、水害常襲地帯の早期解消の観点から輪中堤方式が
　見直されつつある

■空から眺めた輪中堤(出典28-10)
　我が国の代表的な輪中地帯である長良川・木曽川・揖斐川の
下流部に見られる輪中堤

■輪中堤の切割り(出典28-11)
　輪中堤の中と外を結ぶ道路を通すために設けられた輪
中堤の切割り

【水屋・水塚】

水屋・水塚は、氾濫があっても、浸水しないように盛土した屋敷

で、大規模な氾濫水位を想定して一段と高くした塚の上には、避難

用の家屋や蔵を備えている例が多い。盛土の形（平面形状）につい

ても、三角形や船形として激しい洪水氾濫に備えるなどの工夫が見

られるものもある。

　■水屋(出典28-13)
　　家の周りを石垣で囲い盛土した上に住居を構える水屋。生垣は水害防備林と同じ役
割を有する

■水屋に見られる洪水対応の知恵(出典28-14)
　盛土された敷地の上に立つ母屋から、さらに一段高い塚の上に立つ蔵に避難するため
の階段が設けられている。水屋には避難用の船を準備している場合も多い。

みずや　   みずつか

こわくび

河川編



【川床】

流れ橋に見られた仮設構造物的な考え方を、川を楽しむ巧みな装置として洗練させたものが川床（かわ

ゆかとも呼ぶ）である。

京都鞍馬の貴船川の川床が著名である。

川の流れの中に、床机を置き、その上でせせらぎの涼をまさに五感でもって楽しみ、美味しい食事を供

するのである。

もちろん洪水時にはそんな風流を楽しむ必要は無い。平常時の穏やか流れの時だけの楽しみである。し

かし、ここにも川と付き合うための作法がある。

平常時に川床を出すといっても、夜のうちにいつ何時雨が降り出し大雨になるかも分からない。そのた

め、毎日毎日、一度出した川床をきれいに片付けて撤去するのである。その上で、また翌朝、床を出して

よいかどうかの伺いをたて、了解されれば床を出すのである。京都には、市内の鴨川河畔にも高水敷のせ

せらぎ（みそそぎ川）の上に仮設の足場を組んだ形の床があり、納涼床として夏の風物詩となっている。
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【潜橋（沈下橋）】

洪水時は水没する橋を、潜橋あるいは沈下橋と呼んでいる。高水敷

間の渡渉あるいは、通常の橋梁を設ると費用や橋高の関係などから、

架橋が困難な時に設けられる。潜橋を設ける際には、洪水の疎通能力

を十分に検討し、かつ以下の点に留意する必要がある。

フェンス類を原則としてつけないこと。これは、フェンス類に上流

から流れてくる流木やごみなどが引っ掛かり、それが流水の大きな阻

害になるからである。

流水の抵抗をできるだけ抑える断面形とすること。そのため、潜橋

では桁の断面に丸みを付けることが多い。

これらの原則を守れば潜橋を設けても構わないという単純なことで

はないが、河川公園整備の一環として、水面を渡る橋が必要と考える

際など、潜橋というものの考え方を知った上でデザインすることが有

効になる。

【流れ橋】

洪水時には流されることを前提とした、板を架け渡しただけの

簡易な形態の橋を流れ橋と呼ぶ。

架け渡した板をワイヤーで結んでおき、そのワイヤーの一端を

岸に結び付けておくことで、洪水により板は流されるが、洪水後

ワイヤーを手繰り寄せることで、元の板をまた容易にかき集める

ことができ、橋を復活させる。同様の考え方に基づく堰もある。

流れ橋にみられる考え方は、河川のデザインを考える場合に、

永久構造物としての姿だけでなく、いわば、仮設構造物的なデザ

インのあり方の可能性を教えてくれている。

■四万十川の半家沈下橋（潜橋）(出典28-15)

　後ろに架かる通常の橋梁と比べるとその特徴の差が明瞭である

■京都鞍馬貴船川の川床(出典28-17) ■京都鴨川川沿いの納涼床(出典28-18)

■円山川の流れ橋(出典28-16)

もぐり ちんか

はんげ

かわどこ

河川編



6.00m 8.00m 1.45m1.35m 7.38m

3.60m 2.90m
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流れのデザイン
河川のデザインを考えるにあたって、流れの表情をどのようにデザ

インするかは大きなポイントになる。静かにゆったりとした流れを演

出するのか、清涼感のある流れを演出するのか、など。

ここでは、これらの流れのデザインに関する基本的な知見を示す。

流速：0.06ｍ／ｓ
流れがない、波立ちなし

流速：0.18ｍ／ｓ
流れがわかる、波立ちなし

流速：0.55ｍ／ｓ
流れがよくわかる、波立ちあり

流速：0.73ｍ／ｓ
速い流れ、波立ちあり

流速：1.31ｍ／ｓ
非常に速い流れ、波立ち大

■流れのイメージと流速の関係(出典29-3)

■流れの表情と流速(出典29-2)

流れはほとんど感じない。

■藍場川（萩）(出典29-6)
表面流速：約0.1ｍ／ｓ

流れは感じない。
静水面に河辺の柳や街並が映る。

■倉敷川（倉敷）(出典29-4)

表面流速：0（流れなし）

あいば

河川編

■利用形態と流速の関係(出典29-1)

■倉敷川断面イメージ(出典29-5)

■藍場川断面イメージ(出典29-7)



2.90m6.10m

かなり速い流れであり、やすら
ぎと同時に清涼感を強く感じる。

波立って流れる箇所もあり豊か
な流れを感じる。
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■明神川（京都社家町）(出典29-12)

11.15m 10.70m 8.08m

表面流速：約0.8ｍ／ｓ

表面流速：約0.6ｍ／ｓ

■広瀬川（前橋）(出典29-14)

4.90m 4.04m 3.00m

1.30m1.30m 4.95m5.70m 2.65m

表面流速：約0.3ｍ／ｓ

■京都・琵琶湖疎水(出典29-8)

表面流速：約0.6ｍ／ｓ

■高瀬川(出典29-10)

ゆるやかな流れを感じることが
できる。

水面が近いこともあり、ゆるや
かながらも豊かな流れを感じる。

河川編

■京都・琵琶湖疎水断面イメージ(出典29-9)

■高瀬川断面イメージ(出典29-11)

■明神川断面イメージ(出典29-13)

■広瀬川断面イメージ(出典29-15)
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引用 富士川の治水を見る
国土交通省関東地方整備局
甲府河川国道事務所

国土交通省関東地方整備局
甲府河川国道事務所

2004年

引用 グラフ信玄堤「千二百年の系譜と大陸からの潮流」 和田一範 山梨日日新聞社 2003年
引用 武田信玄と治水 中村正賢 （社）山梨県林業研究会 1965年
参考 山梨県水害史 早川文太郎・須田宇十共著 山梨県水害史発行所 1911年
参考 日本思想体系62 近世科学思想 上 古島敏雄・安芸皎一校注 （株）岩波書店 1972年
参考 山梨県砂防誌 「山梨県砂防誌」編集委員会 「山梨県砂防誌」編集委員会 1996年
参考 山梨県埋蔵文化財センター調査報告書 第152集山梨県堤防河岸遺跡分布調査報告書 山梨県埋蔵文化財センター 山梨県教育委員会 1998年

参考 信玄堤 千二百年の系譜と大陸からの潮流 和田一範 山梨日日新聞社 2002年

参考 竜王町史 竜王町 竜王町 1976年
参考 竜王町史 竜王町史編纂委員会企画 竜王町 2004年

種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次
引用 足助町観光協会創立50周年記念誌 足助町観光協会 足助町観光協会 2005年
参考 足助町誌 足助町誌編集委員会 足助町 1975年
参考 多自然川づくりポケットブック (財)リバーフロント整備センター 2007年
参考 多自然型川づくりを越えて 吉川勝秀編　妹尾優二・吉村伸一著 （株）学芸出版社 2007年

種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次
参考 城崎町史 城崎町史編纂委員会 城崎町 1988年
参考 城崎物語 神戸新聞総合出版センター 神戸新聞総合出版センター 2005年
参考 兵庫県の近代化遺産－兵庫県近代化遺産（建造物）総合調査報告書ー 兵庫県教育委員会事務局文化財室 兵庫県教育委員会事務局文化財室 2006年

種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次
引用 夙川公園概要 西宮市 1937年
参考 夙川公園（遊歩道）は如何にしてできたか　（『公園緑地』2巻6号） A・B生 （社）日本公園緑地協会 1938年
参考 西宮市夙川河川敷緑地の松林を守る　（『グリーンエイジ』262号） 石井健雄 （財）日本緑化センター 1995年
参考 パークウェイとして整備された夙川公園の特徴とその意義（『国際交通安全学会誌』23巻1号） 越沢明 国際交通安全学会 1997年

種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次
引用 鴨川及高野川改修計画概要 京都府 1937年
引用 鴨川及高野川改修計画書ならびに鴨川改修計画に附帯する事業計画 京都府 1938年
引用 千年の都と鴨川治水 京都府土木建築部河川課 2003年
引用 鴨川改修事業計画ならびに施工の大要附図 京都府
参考 鴨川改修ニ関スル稟請書 京都府 1935年
参考 昭和十年六月二十九日鴨川未曽有の大洪水と旧都復興計画 京都府 1935年
参考 土木試験所報告　第49号（急流河川の床止堰堤下流部の洗掘に関する模型実験） 安芸皎一・佐藤清一 内務省土木試験所 1940年
参考 淀川百年史 建設省近畿地方建設局 建設省近畿地方建設局 1974年
参考 鴨川の歩み 京都府京都土木工営所 1979年
参考 戦前の鴨川改修計画における環境面の配慮　（『第7回日本土木史研究発表会論文集』） 松浦茂樹 (社)土木学会 1987年
参考 水辺空間の魅力と創造 松浦茂樹・島谷幸宏 鹿島出版 1987年
参考 水辺におけるアメニティの変遷に関する研究　（『土木計画学研究・論文集』第16号） 田中尚人、川崎雅史、牧田通 (社)土木学会 1999年
参考 鴨川公園全体関連調書 京都府

引用・参考資料リスト【河川分野】

■富士川水系・信玄堤

■巴川・香嵐渓

■大谿川・城崎温泉街地先護岸

■夙川・河川敷緑地

■鴨川・京都市街地河道
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種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次
参考 山口県のホタル護岸工法　（『河川』395号） 重本達雄・河口英明 （社）日本河川協会 1979年
参考 河川の新しい試み－住みよい環境をめざして－ 山口県土木建築部河川課 山口県土木建築部河川課 1982年
参考 川づくりをまちづくりに 樋口明彦＋川からのまちづくり研究会 （株）学芸出版社 2003年

種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次
引用 水辺の景観設計 (社)土木学会 技報堂出版（株） 1988年
参考 河川景観デザインのために　（『クリーンエージ』1981年9月号） 北村眞一 1981年
参考 市民がデザインする広島の水辺風景　（『リサーチ中国』2005年2月号） 隆杉純子 （社）中国地方総合研究センター 2005年

参考
 土木学会デザイン賞2003（土木学会、景観・デザイン委員会ホームページ）
http://www.jsce.or.jp/committee/lsd/prize/2003/works/2003s1.html

(社)土木学会

参考
太田川基町護岸設計主旨（北村眞一ホームページ）
http://www.js.yamanashi.ac.jp/~skita/otar0.htm
http://www.js.yamanashi.ac.jp/~skita/otarivpres1.htm

北村眞一

種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次
参考 八東川多自然型川づくり 鳥取県郡家土木事務所 1995年
参考 多自然型川づくりとサロン方式による全住民参加の川づくり手法について 美甘頼昭
参考 まちと水辺に豊かな自然をⅢ （財）リバーフロント整備センター （株）山海堂 1996年

種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次
引用 土木学会デザイン賞作品選集2002 （社）土木学会景観・デザイン委員会 2003年
引用 GROUNDSCAPE篠原修の風景デザイン 東京大学景観研究室編著 2006年
引用 津和野川ふるさとの川整備事業パンフレット 島根県・津和野町 1996年

引用 シビックデザイン～自然・都市・人々の暮らし
建設省中部地方建設局シビックデザイン検
討委員会編・岡田一天 他

大成出版 1996年

種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次
引用 土木学会デザイン賞作品選集2004 （社）土木学会景観・デザイン委員会 2005年
参考 都市に水辺をつくる 藤原宣夫編著・伊藤登 他 技術書院 1999年

種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次
引用 土木学会デザイン賞作品選集2005 （社）土木学会景観・デザイン委員会 2006年
参考 土木学会デザイン賞応募説明資料 日本建設コンサルタント㈱
参考 子吉川二十六地区災害関連緊急事業パンフレット 建設省秋田工事事務所
参考 平成6年度子吉川二十六地区河道計画検討補足業務報告書 日本建設コンサルタント㈱ 1994年
参考 平成7年度二十六地区水制工調査報告書 日本建設コンサルタント㈱ 1996年
参考 平成8年度二十六地区水制工調査報告書 日本建設コンサルタント㈱ 1997年

種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次
引用 土木学会デザイン賞作品選集2005 （社）土木学会景観・デザイン委員会 2006年
引用 和泉川流域ワークショップパンフレット 横浜市下水道局河川設計課 1989年
引用 和泉川環境整備計画（案） 横浜市 1988年
参考 多自然型川づくりを越えて 吉川勝英編著・吉村伸一他 （株）学芸出版社 2007年

■一の坂川・石積護岸

■子吉川・二十六木地区多自然型川づくり

■太田川・基町護岸

■八東川・多自然型川づくり

■津和野川・景観整備

■阿武隈川・渡利地区水辺空間整備

■和泉川・東山の水辺と関ヶ原の水辺
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種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次

引用 船頭平閘門（パンフレット）
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川
事務所

国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川
事務所

2005年

引用 船頭平閘門改築記念誌 （財）河川環境管理財団
建設省中部地方建設局
木曽川下流工事事務所

1996年

参考 船頭平閘門のあらまし
国土交通省中部地方整備局木曽川下流工事
事務所・船頭平閘門管理所・（財）河川環
境管理財団

国土交通省中部地方整備局木曽川下流工事
事務所・船頭平閘門管理所・（財）河川環
境管理財団

2001年

参考 生まれ変わった船頭平閘門
建設省中部地方整備局
木曽川下流工事事務所

1994年

種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次

引用 荒川 歴史を語る荒川写真集 大正10年～昭和20年
建設省関東地方建設局
荒川下流工事事務所

建設省関東地方建設局
荒川下流工事事務所

参考 都市を往く荒川　荒川下流工事事務所七十五年史
荒川下流工事事務所七十五年史編集委員
会・（株）建設環境研究所

建設省関東地方建設局
荒川下流工事事務所

1990年

参考 荒川下流誌 荒川下流誌編纂委員会 （財）リバーフロント整備センター 2005年

種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次
引用 美しい国づくり 美しい国土づくりアドバイザー制度事例紹介(旧北上川分留施設改築事業) 国土交通省東北地方整備局ホームページ

引用 旧北上川分流施設改築事業計画概要パンフレット
国土交通省東北地方整備局
北上川下流工事事務所

1999年

引用 鴇波水門建設工事図面・脇谷水門建設工事図面
国土交通省東北地方整備局
北上川下流河川事務所

参考 北上川百十年史 建設省東北地方建設局 1991年

参考 北上川歴史読本・其ノ壱（改修史）
国土交通省東北地方整備局
北上川下流工事事務所

1999年

参考 分流施設計画検討委員会資料
建設省東北地方建設局
北上川下流工事事務所

種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次
引用 疏導要書 南部長恒 1834年

参考
嘉瀬川・石井樋地区における歴史的水システムの再生計画
　（『景観・デザイン研究講演集』No.２）

吉村伸一 (社)土木学会 2006年

参考 石井樋大井手堰の土木造形　（『景観・デザイン研究講演集』No.２） 逢澤正行 (社)土木学会 2006年
参考 成富兵庫の土木技術と石井樋の復元　（『葉隠研究』58号） 尾澤卓思 葉隠研究会 2006年
参考 石井樋　さが水ものがたり館の紙上紹介　（『葉隠研究』58号） 金子信二 葉隠研究会 2006年
参考 石井樋関連遺構の石垣について　（『佐賀市埋蔵文化財調査報告書 第５集 石井樋』） 高瀬哲郎 佐賀市教育委員会 2006年
参考 佐賀・石井樋の復元設計にかかわって　（『国づくりと研修』118） 吉村伸一 （財）全国建設研修センター 2007年

種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次
引用 床島堰開発史展図録 久留米市立草野歴史資料館 久留米市立草野歴史資料館 1986年

引用 筑後川農業水利誌 筑後川農業水利誌編纂委員会
九州農政局
筑後川水系農業水利調査事務所

1977年

引用 筑後川大百科
国土交通省九州地方整備局
筑後川河川事務所

国土交通省九州地方整備局
筑後川河川事務所

2003年

参考 筑後川五十年史 建設省九州地方建設局筑後川工事事務所 1976年
参考 改訂山田井堰堀川三百年史 山田堰土地改良区 鶴田多多穂 1981年

■荒川・岩渕水門

■木曽川・船頭平閘門

■嘉瀬川・石井樋

■筑後川・山田堰

■旧北上川分琉施設群（脇谷水門・鴇波水門）
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種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次
引用 保存版古写真でみる江戸から東京へ 小沢健志・鈴木理生監修 （株）世界文化社 2001年
引用 ビジュアルブック江戸東京5　水の東京 陣内秀信 （株）岩波書店 1993年
参考 隅田公園 川本昭雄 （株）郷学舎 1981年
参考 東京の公園110年 東京都建設局公園緑地部 東京都建設局公園緑地部 1985年
参考 東京都市計画物語 越沢明 ちくま学芸文庫 2001年
参考 帝都復興事業誌　建築編・公園編 内務省復興事務局 1931年
参考 隅田公園へ行こう～隅田公園沿革史～ パシフィックコンサルタンツ（株） 墨田区役所 2004年

種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次
引用 『大正5年 砂防工事関係書類 土木課 全』 長野県 1916年
引用 牛伏川砂防工事沿革史 牛伏川砂防工事沿革史編纂会 牛伏川砂防工事沿革史編纂会 1933年
引用 松本砂防のあゆみ－信濃川上流直轄砂防百年史ー 信濃川上流直轄砂防百年史編集委員会 建設省北陸地方建設局松本砂防工事事務所 1979年
参考 日本砂防史 - （社）全国治水砂防協会 1981年

参考
続・ふるさと土木史「長野県 牛伏川－フランス式階段工」（早川秀輔・近藤浩一・山岸久
一執筆分）

（社）経済調査会編 （社）経済調査会編 1977年

種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次
引用 岐阜県近代化遺産（建造物等）総合調査報告書 岐阜県教育委員会指導部文化課 岐阜県教育委員会 1996年
参考 日本の砂防 - （社）全国治水砂防協会 1990年
参考 砂防に挑んだ人たち - 南濃町役場 1993年
参考 砂防環境整備事業記録集（羽根谷だんだん公園・さぼう遊学館） 「砂防環境整備事業記録集」編集委員会 砂防広報センター 1998年

種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次
引用 雲原川　砂防設備修繕業務委託報告書 京都府中丹西土木事務所 2005年
引用 赤木正雄の足跡 矢野義男
参考 砂防一路 赤木正雄 1965年
参考 日本砂防史 （社）治水砂防協会 1991年
参考 砂防遺産 雲原流路工（砂防学会誌　Vol51.No3） 矢野義男 1998年
参考 雲原砂防と地域の暮らし 京都府福知山土木事務所 2004年
参考 雲原の砂防 京都府福知山土木事務所 2004年
参考 新登録の文化財（『月刊文化財』平成18年8月号） 文化庁文化財部 2006年

種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次
引用 神戸市水道70年史 神戸市水道局 1973年
引用 中島工学博士記念　日本水道史 中島工学博士記念事業委員会 1927年
参考 ダム空間をトータルにデザインする 篠原修編、池田弘樹他 山海堂 2007年

種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次
引用 神戸市水道70年史 神戸市水道局 1973年
引用 中島工学博士記念　日本水道史 中島工学博士記念事業委員会 1927年
参考 ダム空間をトータルにデザインする 篠原修編、池田弘樹他 山海堂 2007年

■隅田川・隅田公園

■牛伏川・フランス式階段工

■木曽川水系・羽根谷砂防第一堰堤

■布引ダム（五本松堰堤）

■雲原砂防施設群

■立ヶ畑ダム（烏原堰堤）
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種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次
引用 小牧ダム発電工事報告（『土木学会誌』第18巻4号） 石井頴一朗 1932年
参考 関西電力五十年史 関西電力株式会社 2002年

種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次
参考 大分県土地改良史 大分県農政部 1979年
参考 富士緒井路水利史 富士緒井路土地改良区 1981年
参考 大分県の近代化遺産 大分県教育委員会 1994年
引用 白水ダム物語 岡の里事業実行委員会 2002年
引用 白水貯水池ノ事業経過概要 富士緒井路土地改良区 富士緒井路土地改良区所蔵

種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次

引用 堰の設計 山内彪、（財）ダム技術センター （株）山海堂 1990年

引用 信濃川大河津分水誌 第２集・第２集別冊 建設省北陸地方建設局長岡工事事務所 建設省北陸地方建設局長岡工事事務所 1968年

引用 河川工学 宮本武之輔 アルス 1936年

引用 都市を往く荒川　荒川下流工事事務所75年史
荒川下流工事事務所七十五年史編集委員
会・（株）建設環境研究所

建設省関東地方建設局
荒川下流工事事務所

1990年

引用 水門工学
水工環境防災技術研究会・「水門工学」編
纂委員会

技報堂出版（株） 2004年

引用 鋼鉄ゲート百選 水門の風土工学研究委員会 技報堂出版（株） 2000年

参考 大河津分水路パンフレット
国土交通省北陸地方整備局
信濃川河川事務所

種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次
参考 石垣と石積壁 窪田祐 （株）学芸出版社 1980年
参考 石積の秘法とその解説（改訂増補版） 大久保森造・大久保森一 理工図書（株） 1983年
参考 水辺階段の型と形に関する研究　（『造園雑誌』52巻5号） 石井桂・下村彰男・篠原修 （社）日本造園学会 1989年

種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次

引用 畳堤
国土交通省近畿地方整備局
姫路河川国道事務所

2004年

引用 木曽三川の治水史を語る
建設省中部地方整備局
木曽川上流工事事務所

1969年

参考 木曽三川治水百年のあゆみ 建設省中部地方建設局 1995年
参考 水害防備林 上田弘一郎 産業図書 1955年
引用 写真集空から見る木曽三川下流 建設省木曽川下流工事事務所 1995年
参考 伸びゆく輪中　三訂版 海津町教育委員会 1998年
参考 都市の水辺をデザインする 篠原修編、岡田一天他 彰国社 2005年

引用 四万十川全沈下橋一覧
四万十川ポータルサイト
四万十かざぐるま

引用 空から見た雄物川 強首橋・強首輪中堤付近
国土交通省東北地方整備局
湯沢河川国道事務所

種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次
参考 生きている水路 渡辺一二 東海大学出版会 1984年
引用 河川風景デザイン 島谷幸宏編著 山海堂 1994年
引用 川の親水プランとデザイン (財)リバーフロント整備センター 山海堂 1995年

■伝統治水に学ぶしなやかなデザイン

■流れのデザイン

■小牧ダム

■白水ダム

■水門の開閉装置の変化とデザイン

■護岸の端部デザイン
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図版出典リスト【河川分野】

頁 出典番号 出典など

002 開国橋付近上空より上流方向に竜王信玄堤を望む 写真 1-1 甲斐市提供

002 位置図 図 1-2 国土地理院1/25000地形図を基に加筆

003 釜無川・御勅使川の河道変遷図 図 1-3
『山梨郷土研究会・山梨県考古学協会・武田氏研究会第１回合同シンポジウム 信玄堤の再評価 資料集』に記載されている旧
流路図などから作成

003
釜無川・御勅使川における信玄堤システムの概要
図

図 1-4
『甲斐の道づくり・富士川の治水』（建設省関東地方建設局甲府工事事務所、1989年）ｐ171に記載されている図に『富士川
の治水を見る』の情報などを加筆

003 石積み出し（左上） 写真 1-5 国土技術政策総合研究所

004 石積み出し（左下） 写真 1-6 和田一範『グラフ信玄堤・千二百年の系譜と大陸からの潮流』ｐ16の写真を転載（一部加筆）

004 竜岡将棋頭（左上） 写真 1-7 和田一範『グラフ信玄堤・千二百年の系譜と大陸からの潮流』ｐ21の写真を転載（一部加筆）

004 竜岡将棋頭（左下） 写真 1-8 和田一範『グラフ信玄堤・千二百年の系譜と大陸からの潮流』ｐ20の写真を転載（一部加筆）

004 十六石 写真 1-9 和田一範『グラフ信玄堤・千二百年の系譜と大陸からの潮流』ｐ23の写真を転載（一部加筆）

004 堀切 写真 1-10 和田一範『グラフ信玄堤・千二百年の系譜と大陸からの潮流』ｐ22の写真を転載（一部加筆）

004 高岩 写真 1-11 国土技術政策総合研究所
005 竜王信玄堤下流の水防林 写真 1-12 国土技術政策総合研究所
005 毎年４月に行われる「おみゆきさん」 写真 1-13 和田一範『グラフ信玄堤・千二百年の系譜と大陸からの潮流』ｐ93の写真を転載（一部加筆）
005 高岩頭首工 写真 1-14 国土技術政策総合研究所
005 廃止された岩穴水門 写真 1-15 国土技術政策総合研究所

006 貞享５年（1688）に書かれた絵図 写真 1-16 『甲斐の道づくり・富士川の治水』ｐ174の図を転載（信玄堤の古絵図）

006 文政７年（1824）に書かれた絵図 写真 1-17 甲斐市提供

006
竜王信玄堤の変化を比較するために絵図を現況地
形に照らし合わせて作成したものと思われる図

図 1-18 中村正賢『武田信玄と治水』ｐ89の図を転載

007 二番堤付近の現況断面図 図 1-19 国土交通省関東地方整備局甲府河川国道事務所提供資料をもとに作成
007 竜王信玄堤現況平面図 図 1-20 国土交通省関東地方整備局甲府河川国道事務所提供資料に加筆
007 信玄堤公園 写真 1-21 国土技術政策総合研究所
007 竜王信玄堤地先の堤防天端風景 写真 1-22 国土技術政策総合研究所
007 竜王信玄堤地先に設置された聖牛 写真 1-23 国土技術政策総合研究所

頁 出典番号 出典など
008 巴川 香嵐渓 写真 2-1 ㈱地域開発研究所所蔵
008 分割された護岸の中に植栽された楓 写真 2-2 国土技術政策総合研究所

008
80年あまりの歳月をかけて楓や桜を植栽した飯盛
山

写真 2-3 国土技術政策総合研究所

008 位置図 図 2-4 国土地理院1/25000地形図を基に加筆

009 大正13年の園地整備写真 写真 2-5 『足助町観光協会創立50周年記念誌』ｐ12の写真を転載

009 巴川現況平面図 図 2-6 豊田市足助支所提供資料に加筆
009 複数に区分された護岸 写真 2-7 国土技術政策総合研究所
009 断面位置を河原側から見る 写真 2-8 国土技術政策総合研究所
009 断面図 図 2-9 現地において簡易測量した数値を基に作成

■富士川水系・信玄堤

写真・図

■巴川・香嵐渓

写真・図
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頁 出典番号 出典など
010 大谿川護岸 写真 3-1 国土技術政策総合研究所
010 位置図 図 3-2 国土地理院1/25000地形図を基に加筆

011 完成直後の弓形橋と特殊堤 写真 3-3  豊岡市城崎支所提供資料
011 現在の弓形橋と特殊堤 写真 3-4 国土技術政策総合研究所
011 桃島橋より下流 写真 3-5 国土技術政策総合研究所
011 桃島橋付近から上流 写真 3-6 国土技術政策総合研究所
011 中心部の平面図 図 3-7 兵庫県但馬県民局豊岡土木事務所資料を基に作成
011 大谿川断面図 図 3-8 兵庫県但馬県民局豊岡土木事務所資料を基に作成
012 桃島橋・右岸側正面 写真 3-9 国土技術政策総合研究所
012 桃島橋・上流からの全体 写真 3-10 国土技術政策総合研究所
012 桃島橋・上流からの俯瞰 写真 3-11 国土技術政策総合研究所
012 桃島橋・右岸側・正面図 図 3-12 現地におけるレーザー測量成果より
012 桃島橋・上流側・側面図 図 3-13 現地におけるレーザー測量成果より
013 上流にある王橋 写真 3-14 国土技術政策総合研究所
013 特殊堤 写真 3-15 国土技術政策総合研究所

013
特殊堤の上部に設置された街灯と橋梁ライトアッ
プ用の照明

写真 3-16 国土技術政策総合研究所

013 玄武岩を利用した護岸 写真 3-17 国土技術政策総合研究所
013 玄武洞で見られる柱状節理の玄武岩 写真 3-18 国土技術政策総合研究所
013 大谿川左岸護岸立面図 図 3-19 現地におけるレーザー測量成果より

頁 出典番号 出典など
014 夙川河川敷緑地 写真 4-1 国土技術政策総合研究所
014 位置図 図 4-2 国土地理院1/25000地形図を基に加筆
015 大井手橋上流付近の夙川河川緑地 写真 4-3 国土技術政策総合研究所
015 昭和12年（1937）当時の夙川公園 写真 4-4 兵庫県西宮土木事務所提供資料より
015 整備当初の断面図 図 4-5 『夙川公園概要』に記載された図に加筆（寸法入れ直し・清書）
015 整備当初と変わらぬ「こおろぎ橋」 写真 4-6 国土技術政策総合研究所
016 夙川中流域の緑地公園平面図 図 4-7  兵庫県西宮土木事務所提供資料より
016 こおろぎ橋から上流をみる 写真 4-8 国土技術政策総合研究所
016 こおろぎ橋上流付近の断面図 図 4-9 兵庫県西宮土木事務所提供資料断面図を基に作成
016 園地内に設置されている河川構造物 写真 4-10 国土技術政策総合研究所
016 夙川の河川断面図 図 4-11 兵庫県西宮土木事務所提供資料断面図を基に作成
017 整備当初の堰堤（床止工）構造図 図 4-12 『夙川公園概要』に記載された図に加筆（寸法入れ直し・清書）
017 堰堤（床止工）周辺に設置されている飛び石 写真 4-13 国土技術政策総合研究所
017 各所に設けられている堰堤（床止工） 写真 4-14 国土技術政策総合研究所
017 阪神大水害時の夙川の被害状況 写真 4-15 西宮市提供資料

■大谿川・城崎温泉街地先護岸

写真・図

■夙川・河川敷緑地

写真・図
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頁 出典番号 出典など
018 四条大橋より上流右岸を望む 写真 5-1 国土技術政策総合研究所
018 位置図 図 5-2 国土地理院1/25000地形図を基に加筆
019 鴨川断面位置図 図 5-3 京都市提供の平面図に京都府京都土木事務所提供資料の設計当時の断面位置を加筆
019 鴨川断面図 図 5-4 京都府京都土木事務所提供資料（鴨川設計図面類）の設計当時の図面を基に作成
019 左岸側の改修計画 図 5-5 『鴨川及高野川改修計画概要』に記載の図面を転載
019 鴨川中流部の改修前後 図 5-6 『鴨川及高野川改修計画書ならびに鴨川改修に附帯する事業計画』に記載の図面を転載
019 改修前の四条駅周辺の鴨川の写真 写真 5-7 『千年の都と鴨川治水』にある写真を利用
019 左岸改修後の四条駅周辺の鴨川の写真 写真 5-8 『千年の都と鴨川治水』にある写真を利用
020 鴨川改修計画標準横断の比較検討 図 5-9 京都府京都土木事務所提供資料（鴨川設計図面類）
020 鴨川 低水護岸標準断面 図 5-10 京都府京都土木事務所提供の設計図面を清書
020 四条大橋付近 写真 5-11 国土技術政策総合研究所
020 高野川合流点付近 写真 5-12 国土技術政策総合研究所
020 四条大橋付近の巻天端 写真 5-13 国土技術政策総合研究所
021 鴨川本川にある床止堰堤 写真 5-14 国土技術政策総合研究所
021 床止堰堤計画平面図 図 5-15 鴨川改修事業計画ならびに施工の大要附図に記載の図面を清書
021 床止堰堤の袖壁部 写真 5-16 国土技術政策総合研究所
021 床止堰堤 写真 5-17 国土技術政策総合研究所
021 床止堰堤計画縦断図 図 5-18 鴨川改修事業計画ならびに施工の大要附図に記載の図面を清書

頁 出典番号 出典など

022 琴水橋付近の一の坂川 写真 6-1 国土技術政策総合研究所
022 昭和40年代の一の坂護岸 写真 6-2 山口県土木建築部河川課提供資料
022 位置図 図 6-3 国土地理院1/25000地形図を基に加筆
023 現在の一の坂護岸 写真 6-4 国土技術政策総合研究所
023 イメージ平面図 図 6-5 山口県土木建築部河川課提供資料を基に作成
023 断面図 図 6-6 山口県土木建築部河川課提供資料を基に作成
024 一般的な河川護岸の構造 図 6-7 山口県土木建築部河川課提供資料を基に作成
024 一の坂川の護岸 図 6-8 山口県土木建築部河川課提供資料を基に作成
024 半練護岸の工事 写真 6-9 山口県土木建築部河川課提供資料
024 現在の半練護岸 写真 6-10 国土技術政策総合研究所
024 現在の高水敷の状況 写真 6-11 国土技術政策総合研究所
024 昭和50年代の写真 写真 6-12 山口県土木建築部河川課提供資料
025 下流側に向いて設置されている階段 写真 6-13 国土技術政策総合研究所
025 護岸部にある階段 写真 6-14 国土技術政策総合研究所
025 階段部平面図 図 6-15 現地において簡易測量した数値を基に作成
025 道路側からみた一の坂川 写真 6-16 国土技術政策総合研究所
025 乱舞するゲンジボタル 写真 6-17 山口市提供

■鴨川・京都市街地河道

写真・図

■一の坂川・石積護岸

写真・図
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頁 出典番号 出典など
026 基町護岸 写真 7-1 国土技術政策総合研究所
026 位置図 図 7-2 国土地理院1/25000地形図を基に加筆
027 平面図 図 7-3 『水辺の景観設計』より転載
027 空鞘橋・上流部・標準断面図A-A 図 7-4 『水辺の景観設計』より転載
027 空鞘橋・下流部・標準断面図B-B 図 7-5 『水辺の景観設計』より転載
027 空鞘橋 上流部 写真 7-6 国土技術政策総合研究所
028 空鞘橋・上流部・平面図 図 7-7  北村眞一提供資料（計画・設計当時の図面）を清書
028 倒れる前のポプラ 写真 7-8 ㈱地域開発研究所所蔵
028 テラスを持つ階段 写真 7-9 国土技術政策総合研究所
028 空鞘橋上流部の中央部・階段平面・断面図 図 7-10  北村眞一提供資料（計画・設計当時の図面）を清書
028 空鞘橋・上流部・低水護岸詳細断面図 図 7-11 『水辺の景観設計』より転載

029 空鞘橋・下流部・平面図 図 7-12  北村眞一提供資料（計画・設計当時の図面）を清書
029 側壁勾配が1:0.3の階段 写真 7-13 国土技術政策総合研究所

029 空鞘橋下流部階段 平面図 図 7-14  北村眞一提供資料（計画・設計当時の図面）を清書
029 階段状の水制（B） 写真 7-15 国土技術政策総合研究所

029 空鞘橋下流部水制工（B）平面図・断面図 図 7-16  北村眞一提供資料（計画・設計当時の図面）を清書
029 丸みのある水制（A） 写真 7-17 国土技術政策総合研究所
029 空鞘橋下流部水制工（A） 断面図 図 7-18 『水辺の景観設計』より転載
029 エッジライン 写真 7-19 国土技術政策総合研究所

029 護岸とテラス部の詳細断面 図 7-20  北村眞一提供資料（計画・設計当時の図面）を清書

頁 出典番号 出典など

030 流れを取り戻した八東川の旧河道 写真 8-1 島谷幸宏所蔵
030 位置図 図 8-2 国土地理院1/25000地形図を基に加筆
031 全体計画平面図 図 8-3 鳥取県資料(八東川改良工事平面図、平成6年度)を基に加筆
032 主要断面図 図 8-4 鳥取県資料(｢八東川多自然型川づくり｣鳥取県郡家土木事務所、平成7年)を基に加筆
032 帯工構造図 図 8-5 鳥取県資料(｢八東川多自然型川づくり｣鳥取県郡家土木事務所、平成7年)を基に加筆
032 帯工の状況（遠景） 写真 8-6 国土技術政策総合研究所
032 帯工の状況（近景） 写真 8-7 国土技術政策総合研究所
032 水際部の空石積工と柳枝工 写真 8-8 島谷幸宏所蔵
032 水際部の空石積工と柳枝工 写真 8-9 国土技術政策総合研究所
033 分派部の状況(左上が上流側からの全景) 写真 8-10 島谷幸宏所蔵
033 復活前の旧河道 写真 8-11 「まちと水辺に豊かな自然をⅢ」財団法人リバーフロント整備センター、平成8（1996）年
033 復活なった旧河道 写真 8-12 「まちと水辺に豊かな自然をⅢ」財団法人リバーフロント整備センター、平成8（1996）年
033 分派部の考え方（平面図） 図 8-13 鳥取県資料(｢多自然型川づくりとサロン方式による全住民参加の川づくり手法について｣美甘頼昭)を基に加筆
033 分派部の考え方（A-A断面図） 図 8-14 鳥取県資料(｢多自然型川づくりとサロン方式による全住民参加の川づくり手法について｣美甘頼昭)を基に加筆
033 水理実験の様子 写真 8-15 「まちと水辺に豊かな自然をⅢ」財団法人リバーフロント整備センター、平成8（1996）年

■太田川・基町護岸

写真・図

■八東川・多自然型川づくり

写真・図
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頁 出典番号 出典など
034 伝統行事の舞台となった水辺空間 写真 9-1 （株）プランニングネットワーク所蔵
034 位置図 図 9-2 国土地理院1/25000地形図を基に加筆
035 全体計画平面図 図 9-3 （株）プランニングネットワーク
035 橋詰め広場部断面図(C-C) 図 9-4 GROUNDSCAPE篠原修の風景デザイン、東京大学景観研究室編著　平成18（2006）年
036 橋詰広場 写真 9-5 国土技術政策総合研究所
036 橋詰広場から水辺への階段 写真 9-6 国土技術政策総合研究所
036 橋詰広場平面図 図 9-7 （株）プランニングネットワーク
036 庭園広場 写真 9-8 「津和野川ふるさとの川整備事業パンフレット」島根県・津和野町、平成8（1996）年
036 落差工 写真 9-9 国土技術政策総合研究所
036 落差工平面図 図 9-10 「シビックデザイン～自然・都市・人々の暮らし」建設省中部地方建設局シビックデザイン検討委員会編、平成8（1996）年
037 護岸の深目地仕上げ 写真 9-11 （株）プランニングネットワーク所蔵
037 下流区間のパラペット 写真 9-12 国土技術政策総合研究所
037 上流区間のパラペット 写真 9-13 国土技術政策総合研究所
037 落差工の施工状況 写真 9-14 （株）プランニングネットワーク所蔵
037 低水護岸部の状況 写真 9-15 国土技術政策総合研究所
037 夏祭りの準備中の様子 写真 9-16 津和野町提供

頁 出典番号 出典など

038 対岸から見た渡利地区全景 写真 10-1 （株）プランニングネットワーク所蔵
038 大ブタクサ等に覆われた整備前の状況 写真 10-2 （株）プランニングネットワーク所蔵
038 位置図 図 10-3 福島市都市計画図を基に加筆
039 基本的な盤高設定 図 10-4 （株）プランニングネットワーク
039 移行帯による盤の配置 図 10-5 （株）プランニングネットワーク
039 粗造成段階における中位盤と高位盤の関係 写真 10-6 （株）プランニングネットワーク所蔵
039 粗造成段階における低位盤の状況 写真 10-7 （株）プランニングネットワーク所蔵
040 視覚的稜線による空間認識 図 10-8 （株）プランニングネットワーク
040 視覚的稜線による空間区分 写真 10-9 （株）プランニングネットワーク所蔵
040 視覚的稜線による不可視領域の形成 写真 10-10 （株）プランニングネットワーク所蔵
040 高水敷上に樹木を移植 写真 10-11 （株）プランニングネットワーク所蔵
040 樹木の重なりによる遠近感 写真 10-12 （株）プランニングネットワーク所蔵
040 移植後安定期に入った樹木 写真 10-13 （株）プランニングネットワーク所蔵
040 最下流端のワンド空間 写真 10-14 （株）プランニングネットワーク所蔵
040 再整備後の水際線 写真 10-15 （株）プランニングネットワーク所蔵
040 視線を受けとめる樹木配置 写真 10-16 （株）プランニングネットワーク所蔵
040 広い空間を引き締める樹木 写真 10-17 （株）プランニングネットワーク所蔵
040 活動の拠り所となる樹木 写真 10-18 （株）プランニングネットワーク所蔵

041
自然的な変化を生み出すための断面形の連続的な
変化

図 10-19 （株）プランニングネットワーク

041 造成コンター図 図 10-20 （株）プランニングネットワーク
041 中小洪水による側方洗掘 写真 10-21 （株）プランニングネットワーク所蔵
041 見試しによる樹木周りの盤高調整と補強 写真 10-22 （株）プランニングネットワーク所蔵
041 模型による空間確認 写真 10-23 （株）プランニングネットワーク所蔵
041 見試しによる再整備 写真 10-24 （株）プランニングネットワーク所蔵

■津和野川・景観整備

写真・図

■阿武隈川・渡利地区水辺空間整備

写真・図
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頁 出典番号 出典など
042 二十六木地区水制工群全景 写真 11-1 「土木学会デザイン賞作品選集2005」社団法人土木学会景観・デザイン委員会　平成18（2006）年
042 位置図 図 11-2 国土地理院1/25000地形図を基に加筆
043 工事範囲とその概要 図 11-3 子吉川二十六地区災害関連緊急事業パンフレット　建設省秋田工事事務所

043
二次元流況解析による水制設置効果の予測シミュ
レーション

図 11-4
「平成6年度子吉川二十六地区河道計画検討補足業務報告書」日本建設コンサルタント　平成6（1994）年　p32・p38を基に加
筆

044 洪水による河床変動 図 11-5 「平成7年度二十六地区水制工調査報告書」日本建設コンサルタント　平成8（1996）年　p3-37を基に加筆
044 伝統漁法による漁労風景 写真 11-6 「土木学会デザイン賞応募説明資料」
044 施工後3ヶ月経過（1995年6月） 写真 11-7 「土木学会デザイン賞応募説明資料」
044 施工後1年6ヶ月経過（1996年9月） 写真 11-8 「土木学会デザイン賞応募説明資料」
045 水制工構造図（平面・断面） 図 11-9 子吉川二十六地区災害関連緊急事業パンフレット　建設省秋田工事事務所
045 護岸部標準断面図 図 11-10 子吉川二十六地区災害関連緊急事業パンフレット　建設省秋田工事事務所
045 根固めブロックの施工状況 写真 11-11 「土木学会デザイン賞応募説明資料」

頁 出典番号 出典など
046 東山の水辺全景 写真 12-1 「土木学会デザイン賞作品選集2005」社団法人土木学会景観・デザイン委員会　平成18（2006）年
046 位置図 図 12-2 国土地理院1/25000地形図を基に加筆
047 全体計画平面図（東山の水辺） 図 12-3 横浜市下水道局河川設計課パンフレット「和泉川流域ワークショップ」平成元（1989）年
047 断面図（東山の水辺） 図 12-4 横浜市下水道局河川設計課パンフレット「和泉川流域ワークショップ」平成元（1989）年
047 整備前の状況 写真 12-5 吉村伸一所蔵
047 東山の水辺 写真 12-6 吉村伸一所蔵
048 全体計画平面図（関ヶ原の水辺） 図 12-7 横浜市下水道局河川設計課パンフレット「和泉川流域ワークショップ」平成元（1989）年
048 断面図（関ヶ原の水辺） 図 12-8 横浜市下水道局河川設計課パンフレット「和泉川流域ワークショップ」平成元（1989）年
048 整備前の状況 写真 12-9 吉村伸一所蔵
048 関ヶ原の水辺 写真 12-10 吉村伸一所蔵
049 設計図（断面） 図 12-11 「和泉川環境整備計画（案）」横浜市、昭和63（1988）年　を基に加筆
049 設計図（平面） 図 12-12 「和泉川環境整備計画（案）」横浜市、昭和63（1988）年　を基に加筆
049 デザインWSの状況 写真 12-13 吉村伸一所蔵
049 完成した橋詰部の整備空間 写真 12-14 吉村伸一所蔵
049 子供たちの川遊びの場となっている和泉川 写真 12-15 吉村伸一所蔵

■子吉川・二十六木地区多自然型川づくり

写真・図

■和泉川・東山の水辺と関ヶ原の水辺

写真・図
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頁 出典番号 出典など

050 船頭平閘門の全景 写真 13-1 国土技術政策総合研究所

050 船頭平閘門 概略図 図 13-2  『船頭平閘門』（パンフレット）より転載

050 位置図 図 13-3 国土地理院1/25000地形図を基に加筆

051 閘門設置位置の検討個所 図 13-4  参謀本部陸地測量部より作成
051 船頭平閘門の位置と背割堤の関係 図 13-5 国土地理院地形図（旧版地形図）より作成

051 船頭平閘門で使用されている円弧駆動ギア 写真 13-6 『船頭平閘門改築記念誌』より転載

051 一般的な合掌戸の開閉に用いられる直線駆動ギア 写真 13-7 『船頭平閘門改築記念誌』より転載

051 船頭平閘門の合掌戸 写真 13-8 国土技術政策総合研究所

051 明治35年当時の門の整備個所 図 13-9 『船頭平閘門改築記念誌』より転載

051 明治42年の増設後の門の整備個所 図 13-10 『船頭平閘門改築記念誌』より転載

052 平面図 図 13-11 『船頭平閘門改築記念誌』より転載

052 断面図 図 13-12 『船頭平閘門改築記念誌』より転載

053 断面図 図 13-13 『船頭平閘門改築記念誌』より転載

053 閘門の石積み 図 13-14 『船頭平閘門改築記念誌』より転載

053 閘室と閘柱との取り付け部分 写真 13-15 国土技術政策総合研究所
053 花崗岩による整備 写真 13-16 国土技術政策総合研究所
053 閘室の満水状況と補修による鉄平石張 写真 13-17 国土技術政策総合研究所
053 木曽川の閘門 閘室側からの眺め 写真 13-18 国土技術政策総合研究所
053 木曽川の閘門 木曽川側からの眺め 写真 13-19 国土技術政策総合研究所
053 以前の門扉を利用したモニュメント 写真 13-20 国土技術政策総合研究所

頁 出典番号 出典など

054 昭和３年当時の水門全景 写真 14-1 『荒川 歴史を語る荒川写真集 大正10年～昭和20年』より転載
054 昭和３年当時の水門全景 写真 14-2 『荒川 歴史を語る荒川写真集 大正10年～昭和20年』より転載
054 昭和35年に改築された岩淵水門 写真 14-3 国土技術政策総合研究所
054 位置図 図 14-4 国土地理院1/25000地形図を基に加筆
055 建設当時の水門全景 写真 14-5 『都市を往く荒川　荒川下流工事事務所75年史』より転載
055 岩淵水門の配置計画図 図 14-6 国土交通省関東地方整備局荒川下流河川事務所提供資料
055 建設当時の写真より 写真 14-7 『荒川 歴史を語る荒川写真集 大正10年～昭和20年』より転載
055 岩淵水門正面図 図 14-8 国土交通省関東地方整備局荒川下流河川事務所提供資料より作成
055 岩淵水門と堤防の取り付け 図 14-9 国土交通省関東地方整備局荒川下流河川事務所提供資料
056 岩淵水門正面図 図 14-10 国土交通省関東地方整備局荒川下流河川事務所提供資料
056 岩淵水門平面図 図 14-11 国土交通省関東地方整備局荒川下流河川事務所提供資料
057 岩淵水門縦断図 図 14-12 国土交通省関東地方整備局荒川下流河川事務所提供資料

057 新旧の岩淵水門 写真 14-13 国土交通省関東地方整備局荒川下流河川事務所提供資料

057 昭和58年に新たに完成した新岩淵水門 写真 14-14 国土技術政策総合研究所
057 コンクリートでできた堰柱 写真 14-15 国土技術政策総合研究所

■木曽川・船頭平閘門

写真・図

■荒川・岩渕水門

写真・図
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頁 出典番号 出典など

058 旧北上川分流部全景 写真 15-1 「旧北上川分流施設改築事業計画概要」国土交通省東北地方整備局北上川下流工事事務所、平成11（1999）年
058 位置図 図 15-2 国土地理院1/25000地形図を基に加筆
059 全体計画平面図 15-3 東北地方整備局北上川河川事務所資料を基に加筆
059 脇谷洗堰（旧施設） 写真 15-4 （株）プランニングネットワーク所蔵
059 鴇波洗堰（旧施設） 写真 15-5 （株）プランニングネットワーク所蔵
059 堤防部断面図 図 15-6 国土技術政策総合研究所
060 脇谷水門全景 写真 15-7 国土技術政策総合研究所
060 脇谷水門堰柱部 写真 15-8 国土技術政策総合研究所
060 脇谷水門操作室 写真 15-9 国土技術政策総合研究所

060
脇谷水門設計図（平面図（上）・断面図（下）・
正面図（左））

図 15-10 東北地方整備局北上川河川事務所資料

061 鴇波水門下流側 写真 15-11 国土技術政策総合研究所
061 鴇波水門上流側 写真 15-12 国土技術政策総合研究所

061
鴇波水門設計図（平面図（上）・断面図（下）・
正面図（左上））

図 15-13 東北地方整備局北上川河川事務所資料

頁 出典番号 出典など
062 石井樋全景 写真 16-1 国土交通省九州地方整備局武雄河川事務所提供資料
062 石井樋 写真 16-2 国土技術政策総合研究所
062 位置図 図 16-3 国土地理院1/25000地形図を基に加筆
063 石井樋整備図面 図 16-4 国土交通省九州地方整備局武雄河川事務所提供資料
063 疏導要書に書かれた石井樋 図 16-5 「疏導要書」（佐賀県立図書館蔵）
063 大井手堰 写真 16-6 国土技術政策総合研究所
063 天狗の鼻と導水路 写真 16-7 国土技術政策総合研究所
064 天狗の鼻と象の鼻 写真 16-8 国土技術政策総合研究所
064 象の鼻から天狗の鼻をみる 写真 16-9 国土交通省九州地方整備局武雄河川事務所提供資料
064 天狗の鼻の発掘状況 写真 16-10 国土交通省九州地方整備局武雄河川事務所提供資料
064 象の鼻と修復状況 写真 16-11 国土交通省九州地方整備局武雄河川事務所提供資料
064 水理実験状況 写真 16-12 ㈱地域開発研究所所蔵
064 天狗の鼻・象の鼻周辺の断面図 図 16-13 国土交通省九州地方整備局武雄河川事務所提供資料
065 大井手堰横断面図 図 16-14 国土交通省九州地方整備局武雄河川事務所提供資料
065 大井手堰縦断面図 図 16-15 国土交通省九州地方整備局武雄河川事務所提供資料
065 堰下流に設けられた粗朶沈床 写真 16-16 国土交通省九州地方整備局武雄河川事務所提供資料
065 古い大井手堰 写真 16-17 国土技術政策総合研究所
065 大井手堰平面図 図 16-18 国土交通省九州地方整備局武雄河川事務所提供資料
065 昭和30年頃の大井手堰 写真 16-19 国土交通省九州地方整備局武雄河川事務所提供資料
065 起伏ゲートの機械室 写真 16-20 国土技術政策総合研究所

■旧北上川分琉施設群(脇谷水門・鴇波水門）

写真・図

■嘉瀬川・石井樋

写真・図
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頁 出典番号 出典など

066 筑後川本川にある山田堰の全景 写真 17-1 ㈱地域開発研究所所蔵
066 位置図 図 17-2 国土地理院1/25000地形図を基に加筆

067
宝暦７年（1757）の上座、下座両郡大川絵図にお
ける山田堰と堀川

図 17-3 『床島堰開発史展図録』より転載

067 明治34年（1901）の復旧工事時の図面 図 17-4 『筑後川農業水利誌』より転載

067 山田堰と千年分水路の位置 図 17-5 国土地理院1/25000地形図を基に加筆
067 筑後川中流部の河道の整備目標流量図 図 17-6 国土交通省九州地方整備局筑後川河川事務所資料（一部加筆）
068 現況平面図 図 17-7 福岡県朝倉農林事務所資料
068 堀川用水の取水口 写真 17-8 国土技術政策総合研究所
068 堰堤近景 写真 17-9 国土技術政策総合研究所
068 現況平面図a-aの断面図 図 17-10 福岡県朝倉農林事務所資料
068 現況平面図b-bの断面図 図 17-11 福岡県朝倉農林事務所資料
068 現況平面図c-cの断面図 図 17-12 福岡県朝倉農林事務所資料
069 筑後川山田堰の周辺図 図 17-13 国土交通省九州地方整備局筑後川河川事務所資料
069 上流からの俯瞰景 写真 17-14 国土技術政策総合研究所
069 船通しを通過する船 写真 17-15 『筑後川大百科』より転載

頁 出典番号 出典など

070 開園当時の隅田公園 写真 18-1 隅田公園開園記念絵葉書（東京市、1931年）
070 開園当時の隅田公園と言問橋 写真 18-2 土木学会附属土木図書館デジタルアーカイブ（『土木建築画報』第７巻５号、1931年）より転載
070 位置図 図 18-3 国土地理院1/25000地形図を基に加筆
071 開園当時の平面図 図 18-4 隅田公園開園記念絵葉書（東京市、1931年）
071 埋め立て前の平面図 図 18-5 東京農業大学地域環境科学部造園科学科提供資料に加筆
071 隅田公園 写真 18-6 隅田公園開園記念絵葉書（東京市、1931年）
072 隅田公園計画断面 図 18-7 東京農業大学地域環境科学部造園科学科提供資料に加筆

072 明治年代の三囲神社周辺の風景 写真 18-8 『古写真でみる江戸から東京へ』ｐ225より転載

072 昭和20年代の隅田公園 写真 18-9 『ビジュアルブック江戸東京5　水の東京』ｐ17より転載

072 台東区側の園路 写真 18-10 土木学会附属土木図書館デジタルアーカイブ（「震災復興公園関係写真」）より転載
072 山谷堀付近の船だまり 写真 18-11 土木学会附属土木図書館デジタルアーカイブ（「震災復興公園関係写真」）より転載
072 台東区側の運動施設 写真 18-12 土木学会附属土木図書館デジタルアーカイブ（「震災復興公園関係写真」）より転載
073 当時の計画断面と現在の断面の重ね図 図 18-13 東京農業大学地域環境科学部造園科学科提供資料に加筆
073 建設当時の隅田公園 写真 18-14  土木学会附属土木図書館デジタルアーカイブ（「震災復興公園関係写真」）より転載
073 現在の隅田公園 写真 18-15 国土技術政策総合研究所
073 現在の隅田公園 写真 18-16 国土技術政策総合研究所

■筑後川・山田堰

写真・図

■隅田川・隅田公園

写真・図

河川編│127



頁 出典番号 出典など
074 階段工の全景 写真 19-1 国土技術政策総合研究所
074 曲線で処理された袖壁部と落差部 写真 19-2 国土技術政策総合研究所
074 階段工上部 写真 19-3 国土技術政策総合研究所
074 位置図 図 19-4 国土地理院1/25000地形図を基に加筆
075 設計当初の地形と計画断面 図 19-5 『牛伏川砂防工事沿革史』より転載
075 下流から上流を眺める 写真 19-6 国土技術政策総合研究所
075 工事中のフランス式階段工 写真 19-7 『牛伏川砂防工事沿革史』より転載

075
池田技師が手紙で「仏国ニ於ケル一例」として示
したフランスの堰堤の断面図

図 19-8 『大正6年 砂防工事関係書類 土木課 全』

076 フランス式階段工の位置図 図 19-9 国土技術政策総合研究所

076 平面図 図 19-10 『松本砂防のあゆみ－信濃川上流直轄砂防百年史』より転載

076 縦断面 図 19-11 『松本砂防のあゆみ－信濃川上流直轄砂防百年史』より転載

076 横断面 図 19-12 『松本砂防のあゆみ－信濃川上流直轄砂防百年史』より転載

077
上流端の内務省１号石堰堤すり付け部は３段の落
差で処理されている。

写真 19-13 国土技術政策総合研究所

077
床固の間には10cm程度の小段が２～３段程度（最
下流分は８段）あり、水の流れにリズム感を与え
ている。

写真 19-14 国土技術政策総合研究所

077
護岸部は、８分の法勾配となっている。なお、天
端は切天端である。

写真 19-15 国土技術政策総合研究所

077

昭和61年より始まった砂防環境整備事業では、フ
ランス階段工上流部の砂防施設も巻天端で整備す
るなど、下流のフランス階段工を意識したデザイ
ンとなっている。

写真 19-16 国土技術政策総合研究所

077 設計当時の図面にみる水路部分の設計図 図 19-17 『大正6年 砂防工事関係書類 土木課 全』

頁 出典番号 出典など

078 羽根谷砂防堰堤（第一堰堤）の全景 写真 20-1 国土技術政策総合研究所
078 落水部分 写真 20-2 国土技術政策総合研究所
078 位置図 図 20-3 国土地理院1/25000地形図を基に加筆

079 平面図 図 20-4 『岐阜県近代化遺産（建造物等）総合調査報告書』より転載（一部現地での簡易測量結果を加筆）

079
奥に見える石碑には明治20年４月１日着工と刻ま
れている。

写真 20-5 国土技術政策総合研究所

079
袖の天端は水通しに向かって緩やかな勾配があ
る。

写真 20-6 国土技術政策総合研究所

079 本体よりも50cm程度内側に引き込んだ落水部分。 写真 20-7 国土技術政策総合研究所

079 水通し部分は、自然石を割って利用している。 写真 20-8 国土技術政策総合研究所

079 断面図 図 20-9 『岐阜県近代化遺産（建造物等）総合調査報告書』より転載（一部現地での簡易測量結果を加筆）

■牛伏川・フランス式階段工

写真・図

■木曽川水系・羽根谷砂防第一堰堤

写真・図

128│河川編



頁 出典番号 出典など

080 雲原川の床固工 写真 21-1 小川紀一郎所蔵
080 砂防施設位置図 図 21-2 「雲原の砂防」京都府福知山土木事務所　平成16（2004）年

080
リズミカルな落水と流水の表情を見せる農村の中
の雲原川

写真 21-3 国土技術政策総合研究所

081 設計平面図（上谷川：昭和14年度施工） 図 21-4 京都府中丹西土木事務所資料　を基に加筆
081 設計縦断図（上谷川：昭和14年度施工） 図 21-5 京都府中丹西土木事務所資料　を基に加筆
081 床固工竣工時写真（三岳川：昭和10年頃） 写真 21-6 京都府中丹西土木事務所資料
081 全体計画平面図 図 21-7 「赤木正雄の足跡」矢野義男
082 床固工のタイプ別施工時期と施工形状 図 21-8 「雲原川　砂防設備修繕業務委託報告書」京都府中丹西土木事務所　平成17（2005）年
082 上谷・入住谷谷川タイプ一般図 図 21-9 京都府中丹西土木事務所資料
082 三岳川白石タイプ 写真 21-10 「雲原川　砂防設備修繕業務委託報告書」京都府中丹西土木事務所　平成17（2005）年
083 三岳川黒石タイプ 写真 21-11 「雲原川　砂防設備修繕業務委託報告書」京都府中丹西土木事務所　平成17（2005）年
083 雲原川標準タイプ 写真 21-12 「雲原川　砂防設備修繕業務委託報告書」京都府中丹西土木事務所　平成17（2005）年
083 上三岳川砂防堰堤 写真 21-13 「雲原川　砂防設備修繕業務委託報告書」京都府中丹西土木事務所　平成17（2005）年
083 下三岳川タイプ 写真 21-14 「雲原川　砂防設備修繕業務委託報告書」京都府中丹西土木事務所　平成17（2005）年
083 雲原川布張タイプ 写真 21-15 「雲原川　砂防設備修繕業務委託報告書」京都府中丹西土木事務所　平成17（2005）年

頁 出典番号 出典など

084 布引ダム全景 写真 22-1 国土技術政策総合研究所
084 位置図 図 22-2 国土地理院1/25000地形図を基に加筆
085 堰堤平面図 図 22-3 「中島工学博士記念　日本水道史」　昭和２（1927）年
085 取水塔部詳細図 図 22-4 「中島工学博士記念　日本水道史」　昭和２（1927）年
085 取水塔部のデザイン 写真 22-5 （株）プランニングネットワーク所蔵
086 堰堤標準断面図 図 22-6 「中島工学博士記念　日本水道史」　昭和２（1927）年　を基に加筆
086 堤頂部のデザイン 写真 22-7 （株）プランニングネットワーク所蔵
087 自然の岩盤を利用した余水路流出口 写真 22-8 池田大樹所蔵
087 溢流堤 写真 22-9 国土技術政策総合研究所
087 雌滝の滝つぼの取水施設 写真 22-10 池田大樹所蔵
087 貯水池取水システム図 図 22-11 ｢中島工学博士記念　日本水道史｣　昭和２（1927）年　を基に加筆

頁 出典番号 出典など

088 立ヶ畑ダム全景 写真 23-1 国土技術政策総合研究所
088 建設当時の写真 写真 23-2 「神戸市水道70年史」神戸市水道局　昭和48（1973）年
088 位置図 図 23-3 国土地理院1/25000地形図を基に加筆
089 堰堤平面図 図 23-4 「中島工学博士記念　日本水道史」　昭和２（1927）年
089 余水吐きのデザイン 写真 23-5 国土技術政策総合研究所
089 余水吐きの詳細図（上流側） 図 23-6 「中島工学博士記念　日本水道史」　昭和２（1927）年
089 余水吐きの詳細図（下流側） 図 23-7 「中島工学博士記念　日本水道史」　昭和２（1927）年
090 取水塔覆屋 写真 23-8 国土技術政策総合研究所
090 堤体横方向からの眺め 写真 23-9 国土技術政策総合研究所
090 取水塔 写真 23-10 （株）プランニングネットワーク所蔵
090 堰堤標準断面図 図 23-11 「中島工学博士記念　日本水道史」　昭和２（1927）年　を基に加筆
091 放水路櫓台 写真 23-12 国土技術政策総合研究所
091 分水堰堤覆屋 写真 23-13 国土技術政策総合研究所
091 締切堰堤（断流堤） 写真 23-14 国土技術政策総合研究所
091 上流施設群配置図 図 23-15 ｢中島工学博士記念　日本水道史｣　昭和２（1927）年　を基に加筆
091 貯水池の護岸 写真 23-16 国土技術政策総合研究所

■立ヶ畑ダム（烏原堰堤）

写真・図

■雲原砂防施設群

写真・図

■布引ダム（五本松堰堤）

写真・図

河川編│129



頁 出典番号 出典など

092 小牧ダム全景 写真 24-1 国土技術政策総合研究所
092 位置図 図 24-2 国土地理院1/25000地形図を基に加筆
093 小牧ダム平面図 図 24-3  ｢小牧ダム発電工事報告」石井頴一朗　土木学会誌第18巻4号、昭和7（1932）年
094 上流側正面図 図 24-4  ｢小牧ダム発電工事報告」石井頴一朗　土木学会誌第18巻4号、昭和7（1932）年　を基に加筆
094 袖堤部断面図 図 24-5  ｢小牧ダム発電工事報告」石井頴一朗　土木学会誌第18巻4号、昭和7（1932）年　を基に加筆
094 越流部断面図 図 24-6  ｢小牧ダム発電工事報告」石井頴一朗　土木学会誌第18巻4号、昭和7（1932）年　を基に加筆
095 天端高欄より低く抑えられた巻上げ機器 写真 24-7 国土技術政策総合研究所
095 越流部詳細断面図 図 24-8  ｢小牧ダム発電工事報告」石井頴一朗　土木学会誌第18巻4号、昭和7（1932）年
095 袖堤部の扶壁 写真 24-9 国土技術政策総合研究所
095 下流面の景観 写真 24-10 国土技術政策総合研究所

頁 出典番号 出典など

096 白水ダム全景 写真 25-1 国土技術政策総合研究所
096 竜門の滝 写真 25-2 九重町観光協会ホームページ
096 小野安夫 写真 25-3 「白水ダム物語」岡の里事業実行委員会　平成14年（2002）
096 位置図 図 25-4 国土地理院1/25000地形図を基に加筆
097 堰堤標準断面図 図 25-5 「富士緒地区事業概要」大分県竹田直入地方振興局耕地課、富士緒井路土地改良区
097 堰堤平面図 図 25-6 「富士緒地区事業概要」大分県竹田直入地方振興局耕地課、富士緒井路土地改良区　を基に加筆
097 転波の優美な落水表情 写真 25-7 国土技術政策総合研究所
097 施行状況の写真 写真 25-8 「白水ダム物語」岡の里事業実行委員会　平成14年（2002）
098 右岸側壁部の施工図面 図 25-9 「白水貯水池ノ事業経過概要」富士緒井路土地改良区所蔵　を基に加筆
098 右岸側壁部の施工状況 写真 25-10 富士緒井路土地改良区所蔵
098 右岸側壁部の造形 写真 25-11 国土技術政策総合研究所
098 左岸側壁部の造形 写真 25-12 国土技術政策総合研究所
099 袖堤天端部のデザイン 写真 25-13 （株）プランニングネットワーク所蔵
099 袖堤天端部のデザイン（詳細） 写真 25-14 国土技術政策総合研究所
099 左岸階段部のデザイン 写真 25-15 国土技術政策総合研究所
099 右岸階段部のデザイン 写真 25-16 国土技術政策総合研究所
099 右岸階段部のデザイン（詳細） 写真 25-17 国土技術政策総合研究所

■白水ダム

写真・図

■小牧ダム

写真・図
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頁 出典番号 出典など

100 現在の安積疏水の十六橋水門 写真 26-1 安積疎水土地改良区提供資料

100 現在の石井閘門 写真 26-2 ㈱地域開発研究所所蔵
100 明治15年頃の十六橋水門の写真 写真 26-3 『堰の設計』より転載
100 明治28年頃の十六橋水門の写真 写真 26-4 『堰の設計』より転載
100 大正３年頃の十六橋水門の写真 写真 26-5 『堰の設計』より転載
100 建設当時の石井閘門 写真 26-6 北上川運河交流館提供資料

101 設計当初の大河津分水路・洗堰の開閉装置 図 26-7 『信濃川大河津分水誌』より転載

101 大正期の大河津分水路・洗堰の姿 写真 26-8 『信濃川大河津分水誌』より転載

101
戦後に各門が電動巻き上げ機を持つものとなった
大河津分水路・洗堰

写真 26-9 国土技術政策総合研究所

101
平成に改築された大河津分水路・洗堰の油圧シリ
ンダー式の水門

写真 26-10 国土技術政策総合研究所

102 大河津分水路自在堰・断面図 図 26-11 『信濃川大河津分水誌』より転載

102
倒壊後に再整備し昭和６年に完成したストーニー
ゲート（モーター）の立面図

図 26-12 『河川工学』より転載

102 倒壊前の自在堰 写真 26-13 『信濃川大河津分水誌』より転載

102 現在の自在堰 写真 26-14 国土技術政策総合研究所
102 大正13年時の旧岩淵水門 写真 26-15 『都市を往く荒川　荒川下流工事事務所75年史』より転載
102 現在の旧岩淵水門 写真 26-16 国土技術政策総合研究所
103 大井手堰 写真 26-17 国土技術政策総合研究所
103 大井手堰 図 26-18 『水門工学』ｐ96の図を転載（一部加筆）
103 埴科頭首工 写真 26-19 宮原英治所蔵
103 埴科頭首工 図 26-20 『水門工学』ｐ222の図を転載（一部加筆）
103 堂島川可動堰 写真 26-21 国土技術政策総合研究所

103 堂島川可動堰 図 26-22 『鋼鉄ゲート百選』p90の図を転載（一部加筆）

103 瀬田川洗堰・バイパスゲート 写真 26-23 国土技術政策総合研究所
103 瀬田川洗堰・バイパスゲート 図 26-24 国土技術政策総合研究所　(水のめぐみ館「アクア琵琶湖」館内に展示された模型を参考に作成）

■水門の開閉装置の変化とデザイン

写真・図
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頁 出典番号 出典など

104 岡山県・旭川・勝山船着場 写真 27-1 国土技術政策総合研究所

104
切天端の場合、天端工がコンクリートのままであ
ると目立ち、周囲の景観に馴染まない。

写真 27-2 国土技術政策総合研究所

104
天端工のコンクリート部分を若干低く施工し、そ
の上部に土を入れ植栽することによって天端のコ
ンクリートを隠している。

写真 27-3 国土技術政策総合研究所

104
天端を巻天端として天端コンクリートが見えない
ようにしている。さらに、その上に植物が繁茂し
景観的に馴染んでいる。

写真 27-4 国土技術政策総合研究所

104 天端処理の種類 図 27-5 『石垣と石積壁』『石積の秘法とその解説』を参考に㈱地域開発研究所作成
105 京都府・鴨川 写真 27-6 国土技術政策総合研究所
105 広島県・太田川 写真 27-7 国土技術政策総合研究所
105 秋田県・横手川 写真 27-8 国土技術政策総合研究所
105 大分県・庄手川 写真 27-9 国土技術政策総合研究所
105 広島県・太田川 写真 27-10 国土技術政策総合研究所
105 隅角部の処理方法 写真 27-11 国土技術政策総合研究所
105 隅角部の処理方法 図 27-11 『石垣と石積壁』『石積の秘法とその解説』を参考に㈱地域開発研究所作成
106 階段写真 写真 27-12 国土技術政策総合研究所
106 階段写真 写真 27-13 国土技術政策総合研究所
106 階段図 図 27-14 国土技術政策総合研究所
106 階段写真 写真 27-15 （株）プランニングネットワーク所蔵
106 階段写真 写真 27-16 （株）プランニングネットワーク所蔵
106 階段図 図 27-17 国土技術政策総合研究所
106 階段写真 写真 27-18 （株）プランニングネットワーク所蔵
106 階段写真 写真 27-19 （株）プランニングネットワーク所蔵
106 階段図 図 27-20 国土技術政策総合研究所
106 階段写真 写真 27-21 （株）プランニングネットワーク所蔵
106 階段写真 写真 27-22 （株）プランニングネットワーク所蔵
106 階段図 図 27-23 国土技術政策総合研究所
106 階段写真 写真 27-24 （株）プランニングネットワーク所蔵
106 階段図 図 27-25 国土技術政策総合研究所
106 階段写真 写真 27-26 国土技術政策総合研究所
106 階段図 図 27-27 国土技術政策総合研究所
107 広島県・太田川 写真 27-28 前田文章所蔵
107 秋田県・横手川 写真 27-29 国土技術政策総合研究所
107 鹿児島県・甲突川 写真 27-30 国土技術政策総合研究所
107 階段図 図 27-31 国土技術政策総合研究所

■護岸の端部デザイン

写真・図
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頁 出典番号 出典など

108 長良川（岐阜市）の畳堤 写真 28-1 国土技術政策総合研究所
108 長良川畳堤断面図 図 28-2 「木曽三川の治水史を語る」建設省中部地方整備局木曽川上流工事事務所、昭和44（1969）年
108 揖保川（龍野市）の畳堤防 写真 28-3 国土技術政策総合研究所
108 水防訓練の様子 写真 28-4 「畳堤」国土交通省近畿地方整備局姫路河川国道事務所、平成16（2004）年
109 荒川沿いに広がる水防林と霞堤 写真 28-5 国土交通省東北地方整備局福島河川国道事務所提供資料
109 水防林の中に残る旧い霞堤 写真 28-6 国土技術政策総合研究所
109 水防林の中に残る旧い霞堤の実測断面図 図 28-7 国土交通省東北地方整備局福島河川国道事務所提供資料
109 霞堤の開口部 写真 28-8 国土技術政策総合研究所
109 霞堤に沿って分布する水防林 写真 28-9 国土技術政策総合研究所
110 空から眺めた輪中堤 写真 28-10 「写真集空から見る木曽三川下流」建設省木曽川下流工事事務所、平成7（1995）年
110 輪中堤の切割り 写真 28-11 国土技術政策総合研究所
110 強首輪中堤 写真 28-12 国土交通省東北地方整備局湯沢河川国道事務所提供資料
110 水屋 写真 28-13 国土技術政策総合研究所
110 水屋に見られる洪水対応の知恵 写真 28-14 国土技術政策総合研究所
111 四万十川の半家沈下橋（潜橋） 写真 28-15 「四万十川全沈下橋一覧」四万十川ポータルサイト、四万十かざぐるま
111 円山川の流れ橋 写真 28-16 （株）プランニングネットワーク所蔵
111 京都鞍馬貴船川の川床 写真 28-17 （株）プランニングネットワーク所蔵
111 京都鴨川川沿いの納涼床 写真 28-18 （株）プランニングネットワーク所蔵

頁 出典番号 出典など
112 利用形態と流速の関係 図 29-1 「川の親水プランとデザイン」財団法人リバーフロント整備センター、平成7（1995）年　p75
112 流れの表情と流速 写真 29-2 「河川風景デザイン」島谷幸宏編著、平成6（1994）年 p72
112 流れのイメージと流速の関係 図 29-3 「河川風景デザイン」島谷幸宏編著、平成6（1994）年 p71
112 倉敷川（倉敷） 写真 29-4 国土技術政策総合研究所
112 倉敷川断面イメージ 図 29-5 「生きている水路」渡辺一二、昭和59（1984）年　p71を基に、河川・道路部分実測の上作成
112 藍場川（萩） 写真 29-6 国土技術政策総合研究所
112 藍場川断面イメージ 図 29-7 「生きている水路」渡辺一二、昭和59（1984）年　p86を基に、河川・道路部分実測の上作成
113 京都・琵琶湖疎水 写真 29-8 国土技術政策総合研究所
113 京都・琵琶湖疎水断面イメージ 図 29-9 国土技術政策総合研究所
113 高瀬川 写真 29-10 国土技術政策総合研究所
113 高瀬川断面イメージ 図 29-11 「生きている水路」渡辺一二、昭和59（1984）年　p52を基に、河川・道路部分実測の上作成
113 明神川（京都社家町） 写真 29-12 国土技術政策総合研究所
113 明神川断面イメージ 図 29-13 国土技術政策総合研究所
113 広瀬川（前橋） 写真 29-14 国土技術政策総合研究所
113 広瀬川断面イメージ 図 29-15 「生きている水路」渡辺一二、昭和59（1984）年　p97を基に、河川・道路部分実測の上作成

写真・図

■伝統治水に学ぶしなやかなデザイン

写真・図

■流れのデザイン

河川編│133




